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議 事 日 程

令和７年第１回浜中町議会定例会

令和７年３月５日午前１０時開議

日 程 議 案 番 号 議 件

日程第 １ 会議録署名議員の指名

日程第 ２ 議会運営委員会報告

日程第 ３ 会期の決定

日程第 ４ 諸般報告

日程第 ５ 行政報告

日程第 ６ 調 査 報 告 総務経済常任委員会所管事務調査報告について

日程第 ７ 調 査 報 告 社会文教常任委員会所管事務調査報告について

日程第 ８ 議案第１２号 令和６年度浜中町一般会計補正予算（第８号）

日程第 ９ 議案第１３号
令和６年度浜中町国民健康保険特別会計補正予算

（第４号）

日程第１０ 議案第１４号
令和６年度浜中町後期高齢者医療特別会計補正予

算（第１号）

日程第１１ 議案第１５号
令和６年度浜中町介護保険特別会計補正予算（第３

号）

日程第１２ 議案第１６号 令和６年度浜中診療所特別会計補正予算（第４号）

日程第１３ 議案第１７号 令和６年度浜中町水道事業会計補正予算（第５号）

日程第１４ 議案第１８号 令和６年度浜中町下水道事業会計補正予算（第３号）
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（開会 午前１０時００分）

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

開 会 宣 告

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

○議長（落合俊雄君） ただいまから令和７年第１回浜中町議会定例会を開会します。

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

開 議 宣 告

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

○議長（落合俊雄君） これから本日の会議を開きます。

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

日程第１ 会議録署名議員の指名

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

○議長（落合俊雄君） 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。

会議録署名議員は、会議規則第１２５条の規定によって、７番渡部貴士議員及び８番谷

村敦議員を指名いたします。

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

日程第２ 議会運営委員会報告

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

○議長（落合俊雄君） 日程第２、議会運営委員会報告をします。

本件については、議会運営委員会から本定例会の議事運営について報告書の提出があり

ました。

委員長より報告を求めます。

１番三上浅雄議員。

○１番（三上浅雄君） 皆さん、おはようございます。

議会運営委員会委員長報告を行います。

令和７年第１回定例会の開催に向け、過日、議会運営委員会を開催いたしましたので、

その結果についてご報告を申し上げます。

委員会は２月２８日に開催いたしました。

お手元に配付の本委員会報告書に記載した内容のうち、主な事項について報告をいたし

ます。

本定例会へ上程された議案等でありますが、委員会報告書に記載のとおりであります。

また、議事日程についても各議席に配付のとおりであります。

一般質問でありますが、議長に対し、５人の議員から７件の通告がありました。

発言の順序については通告順によるものとし、時間制限６０分以内の一問一答方式で行

います。

提出議案等に関しては、順次、所定の方法により、それぞれ審議を進めてまいります。
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調査報告は総務経済常任委員会と社会文教常任委員会の所管事務調査報告で、本件につ

いては報告書の朗読を簡略化し、調査意見のみ朗読といたします。その後、委員長の口頭

報告を行いますが、質疑は省略をいたします。

以上、議事運営に関する主な事項について、その概略を申し上げましたが、通告のあり

ました一般質問並びに上程されました議案等の件数及びその内容を勘案し、委員会におい

て慎重な協議を重ねました結果、本定例会の会期につきましては本日から１３日までの９

日間とし、うち８日及び９日は休会といたしました。

つきましては、本定例会の議事運営について、議員各位の特段なるご協力を賜りますよ

う、ここにお願いを申し上げまして、議会運営委員会報告といたします。

○議長（落合俊雄君） お諮りします。

本件は委員長報告に対する質疑を省略したいと思います。

これにご異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（落合俊雄君） 異議なしと認めます。

したがって、本件は委員長報告に対する質疑を省略することに決定しました。

これで報告を終わります。

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

日程第３ 会期の決定

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

○議長（落合俊雄君） 日程第３、会期の決定を議題とします。

お諮りします。

本定例会の会期は、議会運営委員会報告のとおり、本日から１３日までの９日間とし、

うち８日及び９日の２日間を休会にしたいと思います。

これにご異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（落合俊雄君） 異議なしと認めます。

したがって、本定例会の会期は本日から１３日までの９日間とし、うち８日及び９日の

２日間を休会とすることに決定しました。

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

日程第４ 諸般報告

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

○議長（落合俊雄君） 日程第４、諸般報告をします。

まず、本定例会に付された案件はお手元に配付のとおりであります。

次に、本議会までの議会関係・諸会議等については記載のとおりであります。

これで諸般の報告を終わります。

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――
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日程第５ 行政報告

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

○議長（落合俊雄君） 日程第５、行政報告を行います。

町長。

○町長（齊藤清隆君） 皆さん、おはようございます。

本日、第１回浜中町議会定例会にご出席をいただき、誠にありがとうございます。

さきの議会から本日までの主な行政報告を申し上げます。

２月１７日、霧多布小学校５年生の児童が役場を訪れ、「浜中町まちおこしプロジェク

ト」と題し、まちおこしのために考えた企画の提案を受けました。

このまちおこしプロジェクトは、総合の授業の一環で、自分たちが住んでいる地域の魅

力に気づき、その魅力を活用してまちをよりよくしていくことを目的に行われ、５年生１

５名が五つのグループに分かれ、様々な企画についてプレゼンを行い、私が講評をさせて

いただきました。

プレゼン内容は、小学生ならではの自由な発想で、謎解きスタンプラリーや海辺のごみ

拾いをして、その重さ分の金券がもらえる企画、そして、霧多布岬フェスティバル！～き

りたんのなかまを探せ～や浜中町髄まで堪能チャレンジビンゴ、そして、魅力フォトコン

テストなど、とりわけ児童自身がパワーポイントで作成したプレゼン資料がとてもすばら

しく、感心いたしました。子どもたちにとって自分たちの住んでいる地域について調べる

学習を通じて、他地域と比較し、浜中町の魅力を再確認するとてもよい機会になったと思

います。

２月２６日、釧路市において、管内各首長の出席の下、定住自立圏に関する意見交換会

が開催されました。

このたびの意見交換会は、「圏域で連携した医師や看護師等の不足対策について」とい

ったテーマで、現在、釧路市内の総合病院でも看護師不足の影響によりまして病棟縮小が

行われるなど、圏域の医療機関では、医師や看護師等の急速な減員が深刻な課題となって

おり、圏域の持続的な医療体制を構築するため、連携した人材確保のほか、遠隔医療の活

用など、人材不足への対策について経営効果を交わしてまいりました。

今後とも、管内町村と足並みをそろえ、圏域の諸課題の解決に取り組んでまいります。

次に、口頭で農・漁業の最近における生産状況等について申し上げます。

最初に、農業の生産状況であります。

政府は、昨年１２月２５日に２０２５年度の畜産物価格について決定したところであり

ます。

加工原料乳生産者給付補給金については１キログラム当たり１７銭引上げの９円９銭、

集送乳調整金については１キログラム当たり５銭引上げの２円７３銭、補給金などの合計

で前年より３３銭引上げの１１円９０銭となりました。補給金の交付対象数量につきまし

ては前年並みの３４３万トンに決定されたところであります。
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なお、用途別原料乳価格につきましては、加工向けの乳価で、６月１日取引分から１キ

ログラム当たり３円から１０円の引上げで大手・中堅乳業メーカーと合意され、酪農家が

受け取るプール乳価では、昨年と比較して５円５０銭引上げになりました。

引上げした背景には、飼料や光熱費といった生産コストの上昇、さらには、子牛個体販

売価格の下落などで切迫した酪農経営の窮状を乳業メーカーも最大限理解してくれたもの

と考えます。

次に、生乳生産状況であります。

生乳の生産状況につきましては、粗飼料の収穫も順調に行われ、良質な粗飼料の給与に

より生産量は良好に推移しており、２月末実績においては、対前年比１０３．１５％と前

年度を上回る状況で推移しております。現在、釧路管内においても生乳生産量は順調に主

推移しており、今後もさらなる生産に期待するところであります。

次に、漁業の生産状況であります。

前定例会から２月末までの漁業の状況は、昨年１０月から操業のタコ漁は終盤を迎え、

浜中８隻、散布５隻が操業、２月末現在の水揚げ量は、対前年比１２９．６％増の１３４

２．５トン、漁獲高は６５．３％増の９億６１００万円となっております。

次に、２月１日解禁の毛ガニ漁は、浜中５隻、散布４隻が操業、２月末現在の水揚げ量

は、タラバガニが豊漁となったことから、対前年比１４５８．６％増の９０．４トン、漁

獲高は４８．７％増の６５３６万円となっております。

次に、ウニ漁ですが、昨年９月から順次解禁され、養殖漁業の２月末現在の水揚げ量は、

対前年比２．８％増の７８トン、漁獲高は、価格に恵まれ、１０．９％増の７億６０７２

万円となり、潜水漁は、対前年比１３５．７％増の５２トン、漁獲高は１６６．３％増の

２億９７０９万円となっております。

次に、浜中漁協のカキ養殖漁業は、対前年比２１．６％増の１２．４トン、漁獲高は１

０５．３％増の１４８７万円となっております。

次に、アサリ漁ですが、２月末現在の水揚げ量は、対前年比６１．１％増の４８．８ト

ン、漁獲高は３８．２％増の５２１３万円となっております。

そのほか、例年同様、ホッキガイのけた網漁は３月２４日解禁、２７隻で１９５トンの

水揚げを予定しております。

以上、行政報告とさせていただきます。

○議長（落合俊雄君） 引き続いて、教育委員会より教育行政報告を行います。

教育長。

○教育長（佐藤健二君） 改めまして、皆さん、おはようございます。

さきの議会からの主なものについてご報告いたします。

２月７日には、浜中町教育研究所２月全体集会が総合文化センターで開催されました。

開会式では時間を割いていただき、教育委員会が教職員に向けて、浜中町学校適正規模・

適正配置について、基本計画策定の背景、本町の学校適正規模・配置の考え方、そして、
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基本計画の内容について説明をいたしました。開会式後には北海道教育大学釧路校の境教

授による「迫り来る千島・日本海溝連動型地震に備えて」と題した講演会が開催され、児

童生徒への対応を示しながら、命を守る防災教育について話され、先生方も熱心に聞いて

おりました。

また、次年度に向けての教育研究所の展望といたしましては、これまで見直しを図って

きました教科を中心とした部会の構成を、学力向上部会、授業力向上部会として編成し、

新年度当初からスタートすることが確認されたところであります。

３月１日には、第７１回霧多布高等学校卒業証書授与式が挙行され、卒業生２３名に対

し、学校長より卒業証書が授与されました。２３名の卒業生は、全員が参加し、来賓や在

校生から感動的なエールを送られ、高校３年間を振り返り、別れの寂しさとともに、仲間

への感謝と未来への強い覚悟を持って巣立っていきました。

なお、卒業生２３名の進路予定につきましては、進学予定が１４人、就職予定が９人と

いう状況になっております。

３日には、令和７年度の小・中学校教職員人事異動の内示を行っております。

管理職についてですが、校長については５名の転出異動、教頭につきましては３名が内

示を行ったところであります。また、一般教諭につきましては、学校長を通じて異動の内

示をさせていただきました。

一方、霧多布高等学校におきましては、学校長と一般教諭２名の転出異動内示を行った

ところであります。

最後に、学校での感染症の状況についてでありますが、２月末現在のまとめで申し上げ

ますと、２月にインフルエンザで欠席した児童生徒は、小学校で１人、中学校で１人の計

２人が報告されております。また、コロナ感染症で欠席した児童生徒は、小学校で１３人、

中学校で０人の計１３人が報告されております。

このうち、２月末段階では学年閉鎖、あるいは、学校閉鎖の措置をした学校はございま

せん。

以上、教育行政報告といたします。

○議長（落合俊雄君） これで行政報告を終わります。

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

日程第６ 総務経済常任委員会所管事務調査報告について

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

○議長（落合俊雄君） 日程第６、総務経済常任委員会所管事務調査報告についてを議題

とします。

本件については、総務経済常任委員会で所管の事務調査を行い、このたび報告書の提出

がありました。

職員に報告書を朗読させます。

議事係長。
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○議事係長（村田直樹君） 令和７年２月２０日、浜中町議会議長落合俊雄様。

総務経済常任委員会委員長川村義春。

所管事務調査報告書。

本委員会が行った本年度の所管事務調査について次のとおり報告します。

Ⅰ。

調査日。

令和６年５月２９日。

調査事項。

本町の観光業の現状と課題について、浜中町観光協会役員と意見交換し、具体的な喫

緊課題を共有し、町内の観光業の振興対策を探る。

調査意見。

令和５年度の所管事務調査項目に抽出していた観光協会役員との意見交換会は令和６

年５月に開催した。その概要は、浜中町の観光課題を考えると宿泊施設ではホテルが無

いことや民宿・旅館の収容人数及び飲食店が少ないため通過型観光になっていることに

ついて協議された。

浜中の良さを外部にアピールし、知名度を上げることが重要であり、先行事例として

グランピング施設の開設、本町の観光施設の整備、トイレの水洗化、観光協会の法人化

などの提案があり、当委員会では早急にこの大きな課題に対応していく必要がある。

今後は、この意見交換会で論じられた様々な課題を共有するとともに、観光協会から

提案された課題の中から実現可能な事業を町政に反映することは、観光業者と町民の利

益に資するものであり、町政が早急に取り組む事案であることを申し添え、調査意見と

する。

Ⅱ。

調査日。

令和６年７月２６日、９月１８日、１２月１５日。

調査事項。

津波避難対策緊急事業計画事業の推進について。

調査意見。

本町の津波防災・減災対策事業は、津波避難対策緊急事業計画に基づき、令和９年度

までに人工高台１基・４地域に避難タワー４基を建設する予定である。

引き続き年度計画で建設される避難施設の工事現場を現地踏査するとともに進捗状況

について調査していく予定であり、建設に係る財源確保に万全を期すよう申し添え調査

意見とする。

続いて、本委員会が行った本年度の所管事務調査のうち、視察調査について次のとおり

報告します。

調査日。
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令和６年１０月２日～１０月５日、４日間。

調査事項。

（１）魅力ある観光施設整備について。

（２）「道の駅ましこ」の運営形態と６次化産業の取り組みについて。

（３）石川県能登半島における液状化被害状況の視察について。

調査意見。

（１）魅力ある観光施設整備について。

魅力ある観光施設整備として、主な視察目的の一つがグランピング施設であった。近

年のグランピングブームにより、その施設の多様さは数えきれないが、道の駅たかねざ

わ元気あっぷむらの様なトレーラーハウスを用いた施設には、話題性・斬新さがあった。

移動可能といった点も様々な場面に適用可能と考えられ、利用方法に可能性を見出すこ

とができる。テント型施設の導入も検討したが、素材劣化によりコスト高となるとの判

断からトレーラーハウスを選択したと伺った。強風による対策の必要が少ないのも大き

な利点と感じた。

もう一つ必要性が感じられたのがコテージである。備え付けの設備により自由度の高

い居住性が生まれ、滞在客の誘致に敷居が低いのも魅力である。キャンプに不慣れな観

光客でも、食材を持ち込むだけで気軽に利用できるコテージは、宿泊施設が少ない浜中

町にとって魅力的である。霧多布岬キャンプ場における屋内型宿泊施設にはバンガロー

があるが、どれも老朽化が進み照明やコンセントも備わっていないため、快適な宿泊施

設とは言い難い。

浜中町が持つ環境に於いてのグランピングやコテージ型宿泊施設の実現性を、高根沢

町のケースにそのまま照らし合わせる訳にはいかないが、規模や運営方法の熟考次第で

参考になる点が多かったのは事実である。

浜中町を訪れる観光客が増加している今を貴重なチャンスと捉え、滞在を可能とする

施設の整備を検討すべき事案であることを申し添え調査意見とする。

（２）「道の駅ましこ」の運営形態と６次化産業の取り組みについて。

益子町では道の駅事業を行うにあたり、運営方法の検討、出荷者との関係構築のため

の準備店舗を開設し２年間営業を行ったとのこと。本町も空き店舗を利用して、お試し

「（仮称）浜中マルシェ」を３年ないし５年間など期限付きで運営してみることも可能

ではないかと考える。

店舗内は、他の道の駅との差別化として陳列の工夫、地元加工業者及び生産者の商品

を目立つように配置しており参考になった。本町の特色ある「（仮称）浜中マルシェ」

を考える上で、特産品を姿売りするなどの検討をするべきである。

例えば、石川県の朝市のように個人の軽トラックなどによる魚・野菜などの特産品販

売を考えられないか。（昆布１本３尺５寸（１０６．１ｃｍ）の物を１本、またはグラ

ム売りなど。）
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地域ぐるみという道の駅コンセプト「令和の地場産業づくりのエンジンになる」をモ

ットーに地域を豊かにすると支配人が話されていたが、本町としても「（仮称）浜中マ

ルシェ」開設に向け、地産地消・地域の活性化のエンジンにすることができると考える。

本町でも、小型加工機器を使用することで、大がかりな加工所ではなく、少量な商品

作りから始められると感じた。

道の駅は、本町の懸案事項であるが、「（仮称）浜中マルシェ」、「（仮称）浜中ア

ンテナショップ」「（仮称）軽トラ市場」などの創設を検討すべき事案であることを申

し添え調査意見とする。

（３）石川県能登半島における液状化被害状況の視察について。

液状化のメカニズムは、地盤に強い衝撃を受け、地盤がドロドロの液体状態になる現

象であり、石川県でも液状化しやすい内灘町周辺を視察した。現地確認の結果、被災現

場は甚大で、迅速な復旧が必要と強く感じた。

また、内灘町では、防災意識の向上が課題であると指摘されているが、本町では地震、

降雨などによる複合災害が予想されるので、全町的な防災訓練や教育活動と合わせ「避

難施設の整備」を早急に推し進めていくための予算確保に努めていただくよう強く要望

し、調査意見とする。

以上です。

○議長（落合俊雄君） 委員長より報告を求めます。

５番川村義春議員。

○５番（川村義春君） それでは、私から口頭報告をさせていただきます。

本委員会で令和６年度に行った２件の所管事務調査及び当該視察調査の経過及び概要な

どについては先ほど朗読をいただいた報告書のとおりでありますが、委員会を代表して、

私より一部補足して口頭報告を申し上げます。

１点目の調査は、本町の観光協会が抱える現状と課題を共有し、実現可能な事業提案を

行政施策に反映していくことを目的に、５月２９日に意見交換を行いました。

協会からは５項目の課題と課題解決に向けての提案があり、いずれも緊急度が高く、早

急に対応すべき事案です。特に、観光業の振興発展は、来町者への利便を高める施策が重

要であり、そのためには、宿泊施設の整備や観光施設のトイレの水洗化のほか、飲食店の

増と直売所や観光案内所の開設など、重点事業の推進と観光協会の社団法人化など、残さ

れた課題も多いことから、本委員会で協議、検討し、本町の活性化につながるよう、側面

から支援してまいります。

２点目の調査は、本町の津波避難対策緊急事業計画に基づき、令和５年から令和９年度

までの５か年計画の防災施設整備事業の現地踏査を実施するものです。

本年度は、２か年の継続事業である丸山散布人工高台整備事業の進捗状況などについて、

７月２６日と完成間近な９月１８日に現地踏査を実施しております。

現場監督員からは地域住民の理解を得られて順調に工事施工ができたとあり、安全、安
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心を基本に施工された工事関係者に敬意を表するものであります。

１２月１５日の完成後に行われた丸山散布自治会の津波避難訓練は、徒歩や車による避

難など計画どおりに進められ、訓練に立ち会い、調査を終えたところであります。

今後の防災施設整備事業ですが、津波避難タワーが整備される計画であり、令和７年度

に琵琶瀬地区、令和８年度に仲の浜と新川西地区、令和９年度に暮帰別地区に建設される

予定であるので、都度、現地調査を実施し、検討すべき事案があれば行政へ進言できるよ

う本委員会で調査してまいります。

次に、任期中の計画である道外視察調査は、令和６年１０月２日から５日までの４日間

にわたり実施したので、報告をさせていただきます。

調査概要は、報告書のとおりで、栃木県高根沢町と益子町は行政視察とし、石川県輪島

市周辺の地震、津波、液状化による被害及び豪雨災害の復興状況などの視察については行

政機関に迷惑をかけないことを基本に調査活動を行った次第です。

まず、１０月２日の調査は、道の駅たかねざわ元気あっぷむらのグランピング施設整備

など、観光先進地の事例を学ぶため、高根沢町議会を通じ、行政視察を依頼いたしました。

対応していただいたのは、高根沢町議会の神林議長、澤畑まちづくり常任委員会委員長、

森田議会事務局長のほか、行政サイドとしては、水井産業課長、野澤課長補佐であり、行

政側から施設概要の説明を受け、その後、議会、行政との意見交換を行い、大いに参考に

なりました。

特に、５月２９日に行われた本町観光協会役員との意見交換会で話されたグランピング

施設に宿泊し、売店や温泉施設などの面的施設整備を体験できたことは有意義であり、本

町にも生かせるのではとの思いを視察者全員が共有できたと思います。

例えば、観光資源である湯沸山からの眺望景観とラッコが見られる岬の散策体験、温泉

施設ゆうゆ、ルパン三世コレクションと今後の計画となるグランピング施設や売店などを

結んだ観光ゾーン、行きたくなる場所、ここにしかない空間を結ぶ自由で新しい場所とし

て面的に整備することでまちを元気にでき、多くの町民や観光客に喜ばれ、まちの活性化

につながるのではとの思いが膨らんでおります。

なお、大規模な面的施設整備と運営については多額の資金が必要となりますので、大手

企業の参入や投資を得られるような構想を策定し、財政の見通しを得て事業に着手すべき

と思われます。

次に、１０月３日の調査は、道の駅ましこの運営形態と地域ぐるみの６次化産業の取組

など特色ある手法を模索すべく、益子町議会を通じ、行政視察を依頼し、対応していただ

いたのは、道の駅の運営に当たる高橋支配人と高松農業振興係長で、益子町地域振興拠点

整備事業として施設整備された事業の説明を受けております。

その概要は、平成２７年１１月に株式会社ましこカンパニーを資本金６０００万円で設

立、第３セクターにより、総務・交流・物販・飲食・加工部門を直営方式で運営していま

す。
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道の駅ましこは、総事業面積２万１８４３平米、建物の構造、規模は、ＲＣ造り平家建

て、建築面積１５９５．２６平米、建築費総額は１４億円で、平成２８年５月１０日に道

の駅として登録、市街地から離れた郊外の農用地などを活用し、建設されております。

主要な施設は、直営物産施設、飲食施設、情報休憩コーナー、多目的ホール、多目的室、

多目的広場が整理、整備されております。

令和３年度の決算ベースでの売上げは約７億８０００万円、来場者は約７６万人になっ

てございます。

また、まちの特産品などを活用した６次化産業の製品製造ラインを持ち、とろたまぷり

ん、ましこピクルス、乾燥野菜、ましドレや地元の果樹や野菜を活用したジュース製造も

行っており、近隣の道の駅との差別化を図ることの重要性を強く感じたところでございま

す。

１０月４日の調査は、令和６年１月元旦に発生した地震、津波で大被災を受けた石川県

能登半島の輪島市門前町の鹿磯漁港で起きた４メートルもの地底隆起の現地確認と漁協関

係者の声を聞く予定おりましたけれども、９月に発生の豪雨災害とも重なったことから、

急遽、輪島市門前町での調査はやめて、液状化被害の調査に変更しております。というの

は、石川県に着く前日から激しい雨となって、一つには、線状降水帯による豪雨を体験し

ております。液状化現象が激しかった内灘町の被災状況の確認は車窓から行いましたが、

道路の亀裂、家屋の破壊、電柱の傾きなどは報告書のとおりで、依然として復興が進んで

いない状況であり、被災者の苦悩を感じ取ることができました。

早急に対応すべきは、道路網の整備や送電線の改修、損壊住宅の解体、撤去、住まいの

確保などであり、迅速な復興を願ったところです。

本町においても、複合災害が予想されるので、全町的な防災訓練や教育活動、避難施設

の整備を計画に沿って進めるほか、被災地域の復興にあってはいろいろなケースを想定し

て対応策を講ずることやボランティアなどの受入れ体制の整備を進める必要性を強く感じ

たところであります。

以上、簡単ですが、委員長の報告といたします。

終わります。

○議長（落合俊雄君） お諮りします。

本件は、委員長報告に対する質疑を省略したいと思います。

これにご異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（落合俊雄君） 異議なしと認めます。

したがって、本件は、委員長報告に対する質疑を省略することに決定しました。

これで報告を終わります。

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

日程第７ 社会文教常任委員会所管事務調査報告について
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――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

○議長（落合俊雄君） 日程第７、社会文教常任委員会所管事務調査報告についてを議題

とします。

本件については、社会文教常任委員会で所管の事務調査を行い、このたび報告書の提出

がありました。

職員に報告書を朗読させます。

議事係長。

○議事係長（村田直樹君） 令和７年２月２０日、浜中町議会議長落合俊雄様。

社会文教常任委員会委員長渡辺貴士。

所管事務調査報告書。

本委員会が行った令和６年度の所管事務調査のうち、視察調査について次のとおり報

告します。

調査日。

令和６年１０月１６日、鹿追町。

令和６年１０月１７日、上士幌町・士幌町。

令和６年１０月１８日、大樹町。

調査事項。

（１）町のエネルギー政策について。

①バイオガスプラント導入の経緯と実績及び今後の課題など。

②環境政策（カーボンニュートラル）への取り組みなど。

（２）町の人口減少対策について。

①消滅可能性自治体からの脱却への取り組みなど。

②子育て支援政策の事例など。

調査意見。

（１）町のエネルギー政策について。

今回視察した両町ともにバイオガスプラント事業（ＢＧＰ）に着手することとなった

きっかけは、主に市街地住民から役場などの公的機関に臭気に対する苦情が寄せられた

ことでした。本町では、直接的に苦情などは寄せられていないものの「洗濯物の外干し

ができない」「窓を開けられない」等々の声もあり、生活環境改善や酪農業の継続・発

展の上からも家畜ふん尿処理に伴う臭気対策が今後の課題でもある。

また、「ゼロカーボンシティ」宣言での２０５０年カーボンニュートラルに向け、石

油や天然ガスなどの化石燃料への依存度を下げる取り組みが求められている。現在、民

有地に民間事業者による太陽光発電や風力発電が乱立気味に設置されているが、どちら

も天候に左右され安定電力とはなり得てない。特に太陽光発電設備においては、１０年

後位から耐用年数が過ぎ排出される大量の有害廃棄物の撤去・処理が課題となる。

そうした中、ＢＧＰによる発電や液化バイオメタン・水素生成など化石燃料に代わる
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エネルギー開発・利用に向け大手企業と連携した実証実験が進められている。

今後ＢＧＰ事業を計画する上で、この度の視察を通して感じた留意点を申し添えます。

① 基本となるのは酪農家の理解である。酪農家個々の費用負担が発生する以上、液

肥散布作業を肩代わりし個々の労働時間の軽減策などが有効と思われる。（鹿追町）

② 両町ともＢＧＰ事業収入の約７０％が売電収入である。発電機などの設備投資が

必要となるが、メタンガスの販売だけでは事業維持が困難と考える。（大樹町）

③ メタン発酵後の液肥となる消化液散布地の確保。原料であるスラリーとほぼ同量

であり草地だけでは還元出来ないため畑作耕地に散布している。（鹿追町・大樹町）

④ 原発の再稼働や施設延命措置など国のエネルギー政策が不透明であり、売電単価

の上昇は見込めない状況ではあるが、ＢＧＰ電力の町内消費（公共施設など）の可能性

を検討し、電力会社と協議するとともに国・道への支援要請が必要と思われる。

（２）町の人口減少対策について。

①移住・定住施策の推進。

今回視察した上士幌町は、道内でもいち早く移住者の受け入れに向けた取り組みを行

ってきた自治体の一つであり、平成２８年には十勝管内で唯一まちの人口が増加に転じ

ている。その立役者ともいえるのが、ＮＰＯ法人上士幌コンシェルジュである。平成２

２年に設立された同法人は、町からの受託事業として生活体験住宅の受付や首都圏で開

催される移住フェアでのブース出展などの移住定住促進事業やふるさと納税返礼品の発

送業務を担っている。自主事業としては、旧小学校校舎を利用した交流スペース「豊岡

ヴィレッジ」を開設し、カフェの営業や特産品の開発・販売のほか移住者同士や町民と

の交流をサポートしている。

また、同法人には元地域おこし協力隊も所属しているが、これまでに協力隊員を７６

名採用しており、そのうちの８名が町内で起業している。

さらに特筆すべき点は、移住者の就業先は農業生産法人への就職が多く、７割が３９

歳以下であることが消滅可能性自治体から脱却した要因であり、きめ細やかな移住相談

業務の重要性が感じられた。

浜中町では、令和７年度採用の地域おこし協力隊を複数人募集し、空き店舗を活用し

て移住促進事業などを展開する予定である。上士幌コンシェルジュのように様々な地域

情報などの発信をしながら、産業団体とも連携をして移住者と地元住民の橋渡し的存在

となる活動を求める。

②子育て支援政策の充実。

今回２つの自治体の視察を経て、それぞれ保育環境の整備と子育て政策の展開につい

て、本町でも参考となる点が多くあった。

保育環境の整備については、保育施設数や認定こども園の設置など２０年前から議論

を重ねた結果、今の形があるというその経緯・経過に着目すべきである。

子育て政策の効果、つまり出生数の増加や子育て世帯の増加などといった結果はすぐ
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に得られるものではないからこそ、現状を傍観し続けるのではなく１歩でも半歩でも進

めるための議論をもとにした政策展開が必要と考える。

その上で、政策展開に必要不可欠なのは財源であり、上士幌町ではふるさと納税の多

くを子育て・福祉政策に充当しているが、これらの政策は町に住む子育て世帯の就業状

況や住環境、ニーズにマッチしてこそ活きる政策であると考察する。本町に置き換えた

場合、集落が点在していることなど難しさもあるが種々の就業状況をはじめ個々のニー

ズを満たしながら、町として子育て支援政策の方向性と十分な予算配分について協議・

検討が必要と考える。

１） 本町の保育施設は、常設保育所２カ所とへき地保育所３カ所である。主に一次

産業を担う保護者からは、へき地保育所での居残り保育や長期休暇時の保育に対応して

いないことなどの声もある。

また、喫緊課題としては、霧多布保育所の老朽化があり、単なる施設改修ではなく幼

児教育や多様化するニーズにも応えられる施設の設置に向けた議論が必要である。令和

６年には、行政主催による子育て世帯との座談会が行われたが、より具体的な子育て課

題やニーズを把握するため保護者と直接対話する機会などが必要であると考える。現状

の制度の中で着手できることと改善できる具体的な動きが明示されることが望ましい。

２） 上士幌町は「こども・子育て１００サポート事業」として子育て世帯を経済面・

環境面の双方から充実した支援ができるのは、子育て・福祉分野に多くの財源を充当し

ているからである。

本町では、経済的支援などを充実させてきたが、子育て世帯が暮らしやすさを感じら

れなければ、子育て環境が改善したという実感も得られにくい。子育て施策以外の事業

とのバランスを考慮することはもちろん必要だが、子育て・福祉政策の財源を拡充する

ことが人口減少の対策につながると考える。

財政対策も含めた行政内部の連携を図るなど、積極的な姿勢を求める。

以上です。

○議長（落合俊雄君） 委員長より報告を求めます。

７番渡部貴士議員。

○７番（渡部貴士君） ただいま朗読された報告書に若干重複する部分もありますが、補

足も含めて委員長報告をさせていただきます。

初めに、本町のエネルギー政策につきましては、浜中町バイオマス産業都市構想が令和

５年２月に承認されてから具体的な事業計画が定まらない状況にあり、家畜ふん尿処理に

伴う臭気対策などの生活環境の改善も求められているところです。本町のバイオマス事業

推進に資するため、バイオメタンガス活用の先進自治体である鹿追町と大樹町に行政視察

を行いました。

鹿追町では、基幹産業である農業を生かした家畜ふん尿によるバイオマスプラント事業

を中心に環境施策を推進しており、導入に至った経緯は周辺住民からの臭気に対する苦情



- 15 -

がまちに寄せられたことでした。地域と農業の共存共栄を実現するために、臭気対策や消

火液還元による農業生産能力の向上、バイオガス発電による地球温暖化対策を目指すもの

であり、余剰熱を活用した地域活性化事業なども推進しています。

大樹町では、脱炭素社会の実現に向け、地球の温室効果ガスの将来推計を踏まえた再生

可能エネルギーの導入目標や地域の将来ビジョンを示すため、大樹町再生可能エネルギー

導入計画を策定しています。

行政の取組としては、太陽光発電施設や木質ボイラーによる熱を公共施設に供給する取

組を通じてＣＯ２の削減に努めていました。農業法人の取組としては、住民からの臭気に対

する苦情が寄せられたことを契機にバイオガスプラント事業を実施し、現在では、農業法

人３戸がそれぞれプラントを運営していました。

今回視察した両町ともにバイオガスプラント事業に着手することになったきっかけは、

生活環境改善や酪農業の継続、発展の上からも家畜ふん尿処理に伴う臭気対策が今後の課

題であり、ゼロカーボンシティ宣言の２０５０年カーボンニュートラルに向け、化石燃料

の依存度を下げる取組が求められています。

次に、人口減少対策について報告いたします。

全国の地方自治体が抱える共通課題であり、本町の子育て支援施策などへの可能性を探

り、人口減少対策に資するため、様々な施策や取組が功を奏し、子育て世代を中心とした

若い世代の人口が増加傾向にある上士幌町と、町民との対話を通じた保育環境の整備を進

めてきた士幌町の行政視察を行いました。

消滅可能性という表現は、若年女性人口が減り続ける限り出生率は低下して総人口も減

少し続け、将来的に地域が消滅する可能性が高い自治体という定義であり、北海道では全

体の６５％以上が該当し、本町も含まれています。

上士幌町は、地元有志によりＮＰＯ法人上士幌コンシェルジュの設立をして様々な施策

で消滅可能性自治体から脱却し、移住相談や生活体験の窓口業務を担っています。十勝管

内で唯一まちの人口が増加に転じて消滅可能性自治体から脱却し、若い世代が安心して生

活できる就業先と移住相談業務の重要性が感じられました。

士幌町は、保育所と幼稚園の保護者代表による検討組織を設置し、旧保育所と旧幼稚園

を一体化するため、幼保連携型認定こども園として士幌町認定こども園が開園されていま

す。保護者の就労機会の増加や入所児童の低年齢化など、社会情勢や町民ニーズが変化し、

入園を希望する全ての園児の受入れができない状況から、子育て世帯の実態に即した再配

置計画とするため、新たな認定こども園の整備を計画中とのことでした。

両町ともに充実した行政政策による子育て支援が人口減少対策として最重要であるとの

見解から、本町においても将来の方向性と予算配分について慎重な協議、検討を求め、所

管事務調査報告といたします。

○議長（落合俊雄君） お諮りします。

本件は、委員長報告に対する質疑を省略したいと思います。
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これにご異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（落合俊雄君） 異議なしと認めます。

したがって、本件は、委員長報告に対する質疑を省略することに決定しました。

これで報告を終わります。

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

日程第８ 議案第１２号 令和６年度浜中町一般会計補正予算（第８号）

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

○議長（落合俊雄君） 日程第８、議案第１２号を議題とします。

本案について、提案理由の説明を求めます。

町長。

○町長（齊藤清隆君） 議案第１２号令和６年度浜中町一般会計補正予算（第８号）につ

いて、提案の理由をご説明申し上げます。

このたびの補正につきまして、歳出では、年度末に当たり、事業費の確定による減額の

ほか、除雪費の追加など、今後必要とされる経費について補正をお願いしようとするもの

で、補正額は４６４６万２０００円の減額となります。

一方、歳入につきましては、普通交付税の確定により、１億１３８１万３０００円を追

加、基金繰入金は９０１５万５０００円を減額、詳細は事業費及び同意額の確定などによ

り５５８０万円を減額するものであります。

この結果、補正後の歳入歳出予算の総額は９６億３９７０万２０００円となります。

次に、第２表継続費補正につきましては、第４回定例会で設定しました琵琶瀬地区津波

避難タワー建設工事管理業務委託及び琵琶瀬地区津波避難タワー建設工事に係る継続費を

変更しようとするものであります。

次に、第３表繰越明許費補正につきましては、いずれの事業も年度内に終わらない見込

みから、地方自治法第２１３条第１項の規定に基づき、あらかじめ翌年度に繰り越して事

業を実施しようとする金額の限度額を定めようとするものであります。

次に、第４表債務負担行為補正の追加につきましては、いずれも融資実績による利子補

給金額確定分で、期間、限度額をそれぞれ定めようとするものであります。

次に、第５表地方債補正につきましては、地方債を財源とする事業費及び同意額の確定

等に伴うものであります。

以上、提案の理由をご説明しましたが、詳細につきましては企画財政課長より説明させ

ますので、よろしくご審議くださいますようお願い申し上げます。

○議長（落合俊雄君） 企画財政課長。

○企画財政課長（渡部幸平君） それでは、議案第１２号令和６年度浜中町一般会計補正

予算（第８号）について補足説明いたします。

第１条歳入歳出予算の補正では、既定の歳入歳出予算の総額から４６４６万２０００円
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を減額し、歳入歳出予算の総額を９６億３９７０万２０００円とする、第２項では、歳入

歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の金額

は第１表歳入歳出補正予算によるとし、第２条継続費の補正では継続費の変更は第２表継

続費補正、第３条繰越明許費の補正では繰越明許費の追加は第３表繰越明許費補正、第４

条債務負担行為の補正では債務負担行為の追加は第４表債務負担行為補正によるとし、第

５条地方債の補正では地方債の変更は第５表地方債補正によるとしております。

２ページから５ページまでの第１表歳入歳出予算補正につきましては説明を省略させて

いただきます。

６ページの第２表継続費補正につきましては、１、変更で、８款１項消防費、事業名は

琵琶瀬地区津波避難タワー建設工事監理業務委託及び琵琶瀬地区津波避難タワー建設工事

について、事業費の確定に伴い、補正をお願いするものであります。

次の第３表繰越明許費補正につきましては、１、追加で、３款民生費１項社会福祉費の

住民税非課税世帯等重点支援給付金事業及び定額減税不足給付金事業について、いずれも

事業が年度内で終わらない見込みであることから繰越明許費の補正をお願いするものであ

ります。

第４表債務負担行為補正につきましては、１、追加で、漁業近代化資金の利子補給金の

支払い契約、期間は令和７年度から令和１６年度までで、浜中漁業協同組合及び散布漁業

協同組合が融資する漁業近代化資金に対する利子補給金７７万９０００円、中小企業特別

融資資金の利子補給の支払い契約、期間は令和７年度から令和１３年度までで、大地みら

い信用金庫浜中支店が融資する浜中町中小企業特別融資資金に対する利子補給金８４万３

０００円であります。

第５表地方債補正につきましては、１、変更で、過疎地域持続的発展特別事業から道路

橋梁施設災害復旧事業まで、計１４事業について、起債対象経費の確定見込みなどにより

限度額を変更するものであります。

８ページから９ページまでの歳入歳出補正予算事項別明細書につきましては説明を省略

させていただき、説明の便宜上、２４ページの歳出から説明いたしますが、このたびの補

正予算は実績確定や見込みによる執行残や不足見込みによる追加が主となることから、特

に必要と考えられる項目について説明をさせていただきます。

それでは、２４ページをお願いいたします。

歳出、１款１項１目議会費２２８万３０００円の減、議会議員に要する経費７５万円の

減は執行残で、１０節需用費、消耗品費２万５０００円の増は視察資料代、議会だよりに

要する経費４２万３０００円の減及び議会運営に要する経費１１１万円は執行残、２款総

務費１項総務管理費１目一般管理費２４９１万６０００円の追加、行政関連審議会委員に

要する経費２８万４０００円の減は執行残、２７ページの庁舎管理に要する経費３０９万

１０００円の減は執行残で、１０節需用費、修繕料４５万９０００円の追加は警備室エア

コン、機械室冷温水膨張タンクの修繕など、その他一般行政に要する経費３７７万９００
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０円の追加、９節交際費、町長交際費３０万円の追加は実績見込みによる追加、１０節需

用費、食糧費９万５０００円の追加は庁舎用牛乳で不足見込み、修繕料５８万２０００円

の追加は町が所管する外灯修理に伴う不足見込み、１８節負担金、補助及び交付金、街灯

維持補助は実績不足見込み、２９ページの電算システムに要する経費３６万３０００円の

追加、１１節役務費、通信運搬費４万２０００円の追加はインターネット回線使用料の不

足見込み、１３節使用料及び賃借料、事務用機器借上料３８万９０００円の追加はコピー

チャージ料の不足見込み、１８節負担金、補助及び交付金、北海道自治体情報システム協

議会負担金１５万４０００円の追加は定額減税対応のためのシステム改修、財政事務に要

する経費９万５０００円の減は執行残、出納事務に要する経費４万４０００円の追加は１

１節役務費手数料で、大地みらい信金の口座振替手数料の一部改定によるもの、ふるさと

納税に要する経費２４２０万円の追加は、２４節積立金、企業版ふるさと納税基金積立金

で実績見込みとなります。

３目財産管理費１億１２８５万４０００円の追加、公の集会施設等管理に要する経費２

５万５０００円の追加、１０節需用費、光熱水費３５万６０００円の追加は不足見込み、

修繕料２５万８０００円の追加は円朱別会館の男子トイレ、小便器取替えに係るもの、３

１ページの町有施設管理に要する経費９９万４０００円の減及びその他町有財産管理に要

する経費２０万円の減は執行残、基金積立金１億１５８４万８０００円の追加、２４節積

立金、財政調整基金積立金１億１５１１万５０００円の追加は、このたびの補正に伴う財

源調整として本基金へ積み立てるもの、特定防衛施設周辺整備調整交付金基金積立金６０

万円の追加は、本交付金を活用したＭＯ－ＴＴＯかぜて、ホイルローダーの申請減額分を

積み増しするもの、公用車管理に要する経費２０５万５０００円の減は執行残で、３３ペ

ージの１３節使用料及び賃借料、有料道路等使用料は高速道路料金の不足見込みとなりま

す。

４目振興費８３１万８０００円の減、町功労者表彰等に要する経費１４５万５０００円

の減は執行残、地域振興に要する経費３７８万１０００円の減は執行残で、１０節需用費、

修繕料９万８０００円の追加はお試し住宅のトイレ、ウォシュレット便座の取替え、３５

ページの１８節負担金、補助及び交付金、地域振興事業補助１８万９０００円の追加は湯

沸地区及び奔幌戸地区の防犯灯整備事業への補助、人づくり事業に要する経費１３万６０

００円の減及び地域おこし協力隊に要する経費２０万５０００円の減は執行残、地域公共

交通に要する経費１７万７０００円の減は執行残で、１７節備品購入費、施設用備品購入

８万４０００円の増は高校前バス待合所のソーラー式照明を購入、空家等対策に要する経

費２５６万４０００円の減は執行残となります。

３６ページの５目支所及び出張所費６万２０００円の追加、浜中支所管理に要する経費

４万３０００円の減は執行残、茶内所管理に要する経費１０万５０００円の追加、１０節

需用費、修繕料１０万円の追加は駐車場外灯の修理代、１３節使用料及び賃借料、事務用

機器借上料５０００円の追加はコピーチャージ料の不足見込みとなります。
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６目職員研修厚生費２１６万２０００円の減、職員厚生に要する経費１９５万６０００

円の減から３９ページの職員住宅管理に要する経費１０万円の減までは執行残となります。

７目交通安全対策費２８万４０００円の減、交通安全対策に要する経費は執行残で、８

節旅費、普通旅費３万２０００円の増は交通安全指導研修受講に係るものとなります。

８目ふれあい交流・保養センター費１万円の減は、ふれあい交流・保養センター管理運

営に要する経費で執行残となります。

２項徴税費２目賦課徴収費２９万８０００円の減は、徴収事務に要する経費で執行残と

なります。

３項１目戸籍住民基本台帳費２０万８０００円の減、戸籍住民登録事務に要する経費１

５万２０００円の減は執行残で、１１節役務費、手数料４０００円の増は郵便切手及び収

入印紙代、４１ページの旅券発行事務に要する経費５万６０００円の減は執行残となりま

す。

４項選挙費１目選挙管理委員会費４５万９０００円の減は、選挙管理委員会に要する経

費で執行残となります。

２目衆議院議員総選挙費１９１万８０００円の減は、衆議院議員選挙に要する経費で執

行残となります。

４２ページの５項統計調査費１目基幹統計費４万７０００円の減は、基幹統計調査に要

する経費で執行残となります。

６項１目監査委員費５１万７０００円の減は、監査委員に要する経費で執行残となりま

す。

３款民生費１項社会福祉費１目社会福祉総務費７４３万２０００円の減、民生委員に要

する経費５万６０００円の減は執行残、その他社会福祉に要する経費６１万５０００円の

減は執行残で、４５ページの１９節扶助費、難聴者難聴器購入等助成２０万９０００円の

追加は実績見込みによる不足分、老人福祉母子健康センター管理に要する経費４４万５０

００円の減は執行残、国民健康保険特別会計繰出金１２９万円の減、２７節繰出金、国民

健康保険特別会計繰出金（一般分）２８万７０００円の追加及び国民健康保険特別会計繰

出金（保険基盤安定分）１５７万７０００円の減は実績見込み、住民税非課税世帯等物価

高騰支援給付金に要する経費１５万２０００円の追加、１８節負担金、補助及び交付金、

４７ページの住民税非課税世帯等物価高騰支援給付金２５万円の追加は実績不足見込み、

定額減税補足給付に要する経費５１７万８０００円の減は執行残となります。

２目障がい者福祉費１１７２万９０００円の追加、障がい者福祉給付に要する経費１１

７７万４０００円の追加、１９節扶助費、自立支援医療給付費２３万６０００円及び障が

い福祉サービス費１１６５万７０００円は実績不足見込み、子ども発達支援事業に要する

経費１０１万２０００円の追加、１１節役務費、４９ページの手数料１万円の追加及び１

９節扶助費、障がい児給付費１０８万１０００円の追加は実績不足見込み、地域生活支援

事業に要する経費７３万１０００円の減及びその他障がい者福祉に要する経費３２万６０
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００円の減は執行残となります。

３目高齢者福祉費２５２３万５０００円の減、在宅福祉に要する経費３７万７０００円

の減は執行残で、１１節役務費、通信運搬費は１０００円の追加、消防緊急通報装置の利

用料不足見込みであります。

５１ページの手数料５０００円の追加はバス券取扱い手数料の不足見込み、１９節扶助

費、高齢者バス等利用料支給４７万４０００円の追加は実績不足見込み、高齢者生きがい

対策に要する経費１４万６０００円の減からその他高齢者福祉に要する経費１９万５００

０円の減までは執行残、後期高齢者医療特別会計繰出金３２７万８０００円の減から５３

ページの介護保険特別会計繰出金５０５万２０００円の減までは全て実績見込みによるも

のであります。

４目ケアプラン事業費３１万９０００円の減は、ケアプラン事業に要する経費で執行残

となります。

５目ひとり親家庭等対策費５４万７０００円の追加は、ひとり親家庭等医療に要する経

費で、１１節役務費、手数料７０００円の追加は審査支払い手数料の不足見込み、１９節

扶助費、ひとり親家庭等医療費扶助費５４万円は実績不足見込みとなります。

６目子ども対策費は財源の組替えとなります。

２項児童福祉費１目児童福祉総務費７３６万３０００円の減、放課後児童クラブに要す

る経費７２万２０００円の減から５５ページの子育て支援センターに要する経費７万１０

００円の減までは執行残、常設保育所に要する経費３８８万円の減は執行残で、１２節委

託料、施設営繕委託料１４万８０００円の追加は、霧多布保育所のフェンス修繕など、大

工委託料の不足分、５７ページのへき地保育所に要する経費２６万６０００円の減は執行

残で、１３節使用料及び賃借料、事務用機器借上料７０００円の追加はコピーチャージ料

の不足見込み、保育所給食に要する経費１３４万５０００円の減は執行残で、１７節備品

購入費、施設用備品購入１万５０００円の追加はひしゃく購入代、その他保育に要する経

費４０万円の追加は、１８節負担金、補助及び交付金、施設型給付費９０万円の追加は厚

床保育所への入所者１名増によるもの、子ども家庭総合支援拠点に要する経費１０万９０

００円の減から５９ページの出産・子育て応援給付金に要する経費１１０万円の減までは

執行残、子育て世帯生活支援特別給付金に要する経費、２２節償還金、利子及び割引料、

国庫負担金補助等返還金６０００円の増は令和５年度実績確定による事務費返還金となり

ます。

２目児童手当費１７万６０００円の追加は、児童手当に要する経費、１８節負担金、補

助及び交付金、北海道自治体情報システム協議会負担金で、児童手当システムの改修に係

るものとなります。

４款衛生費１項保健衛生費１目保健衛生総務費１６６６万８０００円の減、その他保健

衛生に要する経費９９万７０００円の減は執行残で、６１ページの１８節負担金、補助及

び交付金、訪問看護師利用者交通費負担金１万８０００円の追加は実績不足見込み、浜中
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診療所特別会計繰出金７２６万８０００円の減及び水道事業会計繰出金８４０万３０００

円の減はこのたびの補正に伴う財源調整となります。

２目健康促進特別対策費４８１万４０００円の減、成人保健に要する経費１４３万円の

減は執行残、母子保健に要する経費３３８万４０００円は執行残で、６３ページの１８節

負担金、補助及び交付金、北海道自治体情報システム協議会負担金３８万５０００円の増

で、健康カルテシステム改修に伴うもの、２２節償還金、利子及び割引料、国庫負担金補

助等返還金９４万１０００円の増は令和４年度から５年度分の出産・子育て応援事業費補

助金などの返還金となります。

３目予防費８４５万２０００円の減は感染症対策に要する経費の執行残で、６５ページ

の２２節償還金、利子及び割引料、国庫負担金補助等返還金４９５万６０００円の増は令

和４年度分から５年度分の新型コロナワクチン接種対策国庫負担金などの返還金となりま

す。

４目環境衛生費１３万３０００円の減、斎場管理に要する経費９万４０００円の減は執

行残、その他環境衛生に要する経費３万９０００円の減も執行残で、１０節需用費、消耗

品３０００円の追加は蜂駆除薬剤購入による不足分となります。

５目診療所費２５万円の減は歯科診療所管理に要する経費で主に執行残、１０節需用費、

修繕料１万５０００円の追加は浜中歯科診療所換気扇取替えによる不足分となります。

６目地域水道費４６４万５０００円の減、地域水道管理に要する経費６２万円の追加は、

１０節需用費、光熱水費２２万円の追加は実績不足見込み、修繕料４０万円の追加は農業

用水管路の漏水補修に係る不足分、６７ページのかんがい排水事業用水施設管理に要する

経費５２６万５０００円の減は執行残となります。

７目環境政策費３８３万４０００円の減は、環境政策に要する経費で、主に執行残、８

節旅費、普通旅費９万６０００円の追加は実績による不足分となります。

２項清掃費、６８ページの１目清掃総務費６３万２０００円の減は、その他清掃に要す

る経費で、執行残、２目じん芥処理費１００７万３０００円の減、じん芥処理に要する経

費１０３７万７０００円の減は主に執行残で、１０節需用費、修繕料４２万８０００円の

追加は資源物回収車のマフラー修理などによる不足、最終処分場管理に要する経費、２２

万７０００円の追加は、１０節需用費、燃料費で、バックホーなど、重機燃料の不足見込

み、リサイクルセンター管理に要する経費７万７０００円の追加は、１０節需用費、修繕

料で、ペットボトル減容機修理による不足分となります。

３目し尿処理費３０２万１０００円の減、し尿処理に要する経費２５６万６０００円の

減、１０節需用費、修繕料９６万２０００円の追加はバキュームダンパーホース巻取り機

修繕の不足分、１３節使用料及び賃借料、自動車借上料１１２万２０００円の増はバキュ

ームダンパー修理期間における代替車の借上料、７１ページの衛生センター管理に要する

経費４５万５０００円の減は執行残で、１０節需用費、修繕料２万円の追加は焼却炉の温

度指示計の修繕による不足分となります。
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５款農林水産業費１項農業費１目農業委員会費６１万１０００円の減、農業委員会委員

に要する経費５７万７０００円の減及び農業委員会事務局に要する経費３万４０００円の

減は執行残となります。

２目農業総務費２１万２０００円の減は、農業行政に要する経費で、執行残となります。

３目農業振興費１８４万３０００円の追加、農業振興に要する経費１０万円の減から７

３ページの農業後継者対策に要する経費７０万円の減までは執行残、新規就農者誘致・育

成に要する経費４４８万円の追加、１８節負担金、補助及び交付金、新規就農者誘致事業

補助５１６万円の追加は実績不足見込み分、農業制度資金利子補給に要する経費１８万５

０００円の減は執行残、下水道事業会計繰出金１６０万９０００円の減は財源調整となり

ます。

４目畜産業費５２２万８０００円の減は、産業振興資金貸付に要する経費で、執行残と

なります。

７４ページの５目農地費７５０万２０００円の減は、農業基盤整備に要する経費で、主

に執行残、８節旅費、普通旅費５０００円の追加は実績による不足分となります。

２項林業費１目林業総務費１２３３万８０００円の減、町有林管理に要する経費３４万

７０００円の減から７７ページの林道に要する経費１０４９万円の減までは執行残、２節

林業振興費２９６万９０００円の減は、林業振興に要する経費１１４万１０００円の減か

ら７９ページの植樹祭に要する経費１８万４０００円の減までは執行残、有害鳥獣被害対

策に要する経費５２万６０００円の減も主に執行残で、１１節役務費、車検諸費５０００

円の追加は不足見込み、生物多様性の保全に要する経費１１１万８０００円の減は執行残

となります。

８０ページの３項水産業費１目水産業総務費２万４０００円の減は、水産行政に要する

経費で、執行残となります。

２目水産振興費７５９万７０００円の減、水産振興に要する経費７３９万８０００円の

減は主に執行残で、８節旅費、普通旅費２万３０００円の追加は物産展参加旅費の不足分、

２２節償還金、利子及び割引料、過誤納還付金及び返還金９万６０００円の増は令和５年

度の火散布アサリ礁整備事業の事業費確定に伴うもの、産業振興資金貸付に要する経費１

９４万３０００円の追加、８３ページの２０節貸付金、産業振興資金貸付金２００万円の

増は、散布漁協組合員の漁船購入に対し、貸付けをするもの、漁業後継者対策に要する経

費６０万円の減は執行残、育てる漁業に要する経費１４２万２０００円の減は主に執行残

で、１８節負担金、補助及び交付金、水産多面的機能発揮対策支援事業負担金１９万１０

００円の追加は実績不足見込み、漁業制度資金利子補給に要する経費９万円の減は執行残、

下水道事業会計繰出金１０３万円の減は財源調整、８５ページの基金積立金、２４節積立

金、水産振興基金積立金１００万円の追加は浜中町ウニ種苗生産センター運営委員会から

の寄附分を積み立てるものとなります。

３目漁港費１９４１万６０００円の減は、漁港整備に要する経費で、１８節負担金、補



- 23 -

助及び交付金、漁港工事地元負担金１９３１万９０００円の減は漁港工事の事業内容変更

等に伴う執行残となります。

４目防潮堤付帯施設住宅管理費６１万２０００円の減、防災ステーション管理に要する

経費６２万４０００円の減は主に執行残で、１２節委託料、施設管理清掃委託料１万円の

追加は奔幌戸及び羨古丹水門管理に係る労務単価上昇に伴う不足分、防潮堤付帯施設管理

に要する経費、１２節委託料、施設管理清掃委託料１万２０００円の追加、こちらも船揚

場などの管理に係る労務単価上昇に伴う不足分となります。

６款１項商工費２目商工振興費１２０６万８０００円の減、商工振興に要する経費７３

０万円の減から８７ページの消費生活に要する経費１万円の減までは全て実績見込みによ

る執行残であります。

３目観光費２８万円の減、霧多布湿原に要する経費３９万７０００円の減は執行残、８

９ページの観光施設に要する経費１１万７０００円の追加、１０節需用費、修繕料２３万

９０００円の追加は、琵琶瀬展望台トイレ天井補修及び酪農展望台トイレ自動ドア修繕に

係るもの、１５節原材料費、補修用原材料５０００円の追加は浜中駅玄関補修用モルタル

購入による不足分となります。

４目中山間活性化施設費２１１万９０００円の減は、中山間活性化施設管理に要する経

費で、執行残となります。

９０ページの５目労働総務費１万２０００円の減は、労働行政に要する経費で、執行残

となります。

７款土木費１項土木管理費１目土木総務費９万８０００円の減は、地籍管理に要する経

費で、執行残となります。

２目建築総務費５０９万９０００円の減は、建築行政に要する経費で、主に執行残、１

８節負担金、補助及び交付金、安心住まいる促進事業助成金１５０万円の追加は実績不足

見込みとなります。

２項道路橋梁費１目道路橋梁維持費５０９４万６０００円の追加、町道管理に要する経

費５０９８万５０００円の追加、９３ページの１２節委託料、町道除雪業務委託料５３０

０万円の追加は除雪費の不足分を見込み計上、１４節工事請負費、町道ロードマーク標示

工事１３万円の減及び町道維持補修工事１７６万円の減は執行残、町有建設車両に要する

経費３万９０００円の減は執行残となります。

３項河川費１目河川総務費２万２０００円の減は、河川管理に要する経費で、執行残と

なります。

４項１目港湾費１１万８０００円の追加は、港湾整備に要する経費で、１０節需用費、

光熱水費８万６０００円の追加は港湾外灯電気料の不足見込み、修繕料１８万７０００円

の追加はマイナス５メートル岸壁の船舶係留金具の修理による不足分、１２節委託料、施

設管理清掃委託料２４万円の追加は漁船捲揚設管理料の実績不足見込みとなります。

９４ページの５項住宅費１目住宅管理費３６万８０００円の減は、町営住宅管理に要す
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る経費で、執行残となります。

２目住宅建設費１０４３万４０００円の減は、町営住宅整備に要する経費で、執行残と

なります。

６項１目下水道費４１４万４０００円の減は、下水道事業会計繰出金で、財源調整とな

ります。

８款１項１目消防費３９万５０００円の追加、釧路東部消防組合に要する経費、１８節

負担金、補助及び交付金、９７ページの釧路東部消防組合浜中消防署負担金５４万円の追

加は消防庁舎や浜中・榊町分団詰所のオーバースライダー修理による不足分、救急救命対

策に要する経費１４万５０００円の減は執行残となります。

２目災害対策費１５６２万５０００円の減、災害対策に要する経費１４８２万６０００

円の減は主に執行残で、１０節需用費、修繕料３万９０００円の増はＭＯ－ＴＴＯかぜて

設置の発電機修理代、１６節公有財産購入費、９９ページの土地購入１３８７万１０００

円の減は、新川地区、仲の浜地区の津波避難タワー建設用地の購入費で、購入年度変更に

伴うもの、防災行政無線に要する経費７９万９０００円の減は執行残となります。

９款教育費１項教育総務費１目教育委員会費１１万４０００円の減は、教育委員会委員

に要する経費で、執行残となります。

２目事務局費２８２万６０００円の減、教育委員会事務局に要する経費８０万円の減及

び教育活動支援に要する経費２０２万６０００円は執行残となります。

１００ページの２項小学校費１目学校管理費１６６万９０００円の追加は、小学校管理

に要する経費で、８節旅費、費用弁償４０００円の追加は実績不足見込み、１０節需用費、

燃料費２００万円の追加及び光熱水費６０万円の追加は実績不足見込み、修繕料３７万６

０００円の追加は茶内小学校除雪機修理による不足分、１１節役務費、通信運搬費３０万

円の減から１３節使用料及び賃借料、システム使用料８０万円の減までは執行残、１７節

備品購入費、校用備品購入８０万３０００円は浜中小学校職員室のネットワーク接続ハー

ドディスクを更新するものとなります。

２目教育振興費９万１０００円の減は、教育振興に要する経費で、７節報償費、１０３

ページのスクールカウンセラー報償１２万円の追加は勤務日数増によるもの、１９節扶助

費、その他学校活動費扶助２１万１０００円の減は執行残となります。

３項中学校費１目学校管理費２８２万４０００円の追加は、中学校管理に要する経費で、

１０節需用費、燃料費２５０万円の追加及び光熱水費１１０万円の追加は実績不足見込み、

１１節役務費、通信運搬費２０万円の減から１３節使用料及び賃借料、システム使用料２

０万円の減までは執行残、１７節備品購入費、校用備品購入３万円の追加は浜中中学校ネ

ットワーク接続ハードディスクのバックアップ電源の購入となります。

２目教育振興費１８３万８０００円の減、教育振興に要する経費１３９万４０００円の

減は執行残、外国語指導助手に要する経費４４万４０００円の減、８節旅費、普通旅費４

７万円の減は前指導助手の帰国旅費の実績減、１１節役務費、傷害保険料８０００円の追
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加は保険料の上昇によるもの、１８節負担金、補助及び交付金、１０５ページの自治体国

際化協会負担金１万８０００円の追加はＪＥＴ渡航負担金の不足によるものとなります。

４項高等学校費１目高等学校総務費２１１万１０００円の減は、高校管理に要する経費

で、執行残となります。

２目教育振興費３００万８０００円の減、教育振興に要する経費２７５万円の減及び１

０７ページの学校用バスに要する経費２５万８０００円の減は執行残となります。

５項社会教育費１目社会教育総務費７２万円の減は、社会教育事業に要する経費で、執

行残、１０８ページ、社会教育振興費６２万３０００円の減、社会教育振興に要する経費

４１万８０００円の減及び青少年教育に要する経費２０万５０００円の減は執行残となり

ます。

３目文化財保護費１２万７０００円の減は、文化財等に要する経費で、執行残となりま

す。

１１０ページの４目総合文化センター費４１３万円の減、総合文化センター管理に要す

る経費３９３万８０００円の減及び図書室事業に要する経費１９万２０００円の減は執行

残となります。

６項保健体育費１目保健体育総務費１７９万４０００円の減は、スポーツ振興に要する

経費で、執行残となります。

１１２ページの２目社会体育施設費５９６万６０００円の減、大規模運動公園管理に要

する経費３９３万８０００円の減は主に執行残で、３節職員手当等、会計年度任用職員期

末手当１万２０００円の追加及び会計年度任用職員の勤勉手当９０００円の追加は実績に

よる不足分、１１５ページの農業者トレーニングセンター管理に要する経費６０万４００

０円の減から１１７ページのその他体育施設管理に要する経費４７万２０００円の減まで

は執行残となります。

３目給食センター費６０９万２０００円の減は、給食センターに要する経費で、主に執

行残ですが、１０節需用費、修繕料３３４万８０００円の追加は２基の回転釜の修繕と給

湯配管漏水修理などによる不足分の計上となります。

１０款１項公債費１目元金５万円の追加及び１１８ページの２目利子１７３２万円の減

は、いずれも償還額と利率の確定によるものとなります。

１１款１項１目給与費８４９万４０００円の追加は実績見込みによるものとなります。

１２款災害復旧費１項公共土木施設災害復旧費１目道路橋梁災害復旧費１６万４０００

円の減は、町道災害復旧に要する経費、１４節工事請負費で、町道維持補修工事で実績確

定によるものであります。

１２０ページから１２３ページまでの給与費明細書につきましては説明を省略させてい

ただき、次に歳入の説明をいたします。

１０ページをお願いいたします。

歳入、１款町税につきましては、実績見込みで、１項町民税１目個人２８４６万６００
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０円の増、１節現年課税分は２７８３万７０００円の追加、２節滞納繰越分は６２万９０

００円の追加、２目法人１０５万５０００円の減は１節現年課税分、２項１目固定資産税

２０７３万９０００円の減、１節現年課税分は２０４５万７０００円の減、２節滞納繰越

分は２８万２０００円の減、３項軽自動車税１目種別割２４万７０００円の追加、１節現

年課税分は２５万９０００円の追加、２節滞納繰越分は１万２０００円の減、２目環境性

能割４万５０００円の追加は１節現年課税分、４項１目町たばこ税３３６万５０００円の

減は１節現年課税分となります。

９款１項１目国有提供施設等所在市町村助成交付金７万４０００円の追加は交付額の確

定となります。

１１款１項１目地方交付税１億１３８１万３０００円の追加は普通交付税で交付額の確

定となります。

１３款分担金及び負担金１項分担金１目農林水産業費分担金８０７万６０００円の減、

１節農業費分担金５８２万６０００円の減は道営草地整備改良事業受益者分担金で実績見

込み、２節水産業費分担金２２５万円の減は水産資源環境整備事業受益者分担金で火散布

アサリ礁整備事業費の減少に伴うもの、２項負担金２目民生費負担金１５５万１０００円

の追加、１節老人福祉費負担金３０万４０００円の減から１２ページの２節児童福祉費負

担金１８５万５０００円の追加は実績見込みによるもの、３目衛生費負担金７９３万７０

００円の減、１節地域水道負担金１８３万８０００円の減は地域水道運営費負担金３万１

０００円の追加及びかんがい排水事業運営費負担金１８６万９０００円の減で実績見込み、

２節予防費負担金６０９万９０００円の減、新型コロナ定期接種ワクチン確保事業負担金

で実績見込みとなります。

１４款使用料及び手数料１項使用料１目総務使用料３２万１０００円の減は公の集会施

設使用料で実績見込み、２目民生使用料２万９０００円の増はへき地保育所保育料現年度

分で実績見込み、６目土木使用料１２３万円の追加、３節港湾使用料４２万２０００円の

追加は用地使用料８万１０００円の追加から着漁船捲揚施設使用料２０万円の追加まで実

績見込み、４節住宅使用料８０万８０００円の追加は町営住宅使用料現年度分６８万９０

００円及び滞納繰越分１１万９０００円の追加で実績見込み、７目教育使用料２２３万２

０００円の減は３節高等学校使用料、高等学校授業料現年度分２１３万８０００円の減で

実績見込み、４節社会教育使用料、総合文化センター使用料９万４０００円の減で実績見

込み、２項手数料１目総務手数料４５万１０００円の減は実績見込み、６目教育手数料１

２万９０００円の減は１節高等学校手数料で実績確定によるものとなります。

１５款国庫支出金１項国庫負担金１目民生費国庫負担金１４９３万３０００円の追加、

１節保険基盤安定負担金８万２０００円の追加から１４ページの５節児童手当負担金１５

８万３０００円までは実績見込み、２項国庫補助金１目総務費国庫補助金２７４万円の追

加は、１節総務費補助金、地方創生推進交付金は実績の確定、地域公共交通確保維持改善

事業費補助３１９万円の増は町営バス路線維持に対する補助で実績見込み、２目民生費国



- 27 -

庫補助金２０４万円の減、１節社会福祉費補助金１６１万６０００円の減は地域生活支援

事業補助で実績の確定、２節児童福祉費補助金４２万４０００円の減は子育て支援交付金

２万２０００円の減から出産・子育て応援給付金事業補助５３万１０００円の減までは実

績見込み、児童手当制度改正準備事業補助１８万８０００円の追加は実績の確定、３目衛

生費国庫補助金１０１万６０００円の増は合併処理浄化槽設置事業補助で実績見込み、４

目土木費国庫補助金３１４万３０００円の減、１節土木費補助金１５万円の減は社会資本

整備総合交付金で実績見込み、２節住宅費補助金２９９万３０００円の減は地域住宅交付

金で実績見込み、５目消防費国庫補助金１２３４万４０００円の減は社会資本整備総合交

付金で丸山散布津波避難施設整備事業及び津波避難タワー整備工事実施設計費の確定によ

るもの、９目物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金８３９万２０００円の減は実績見

込み、３項委託金１目総務費委託金１８９万２０００円の減、１節総務管理費委託金２万

６０００円の追加は中長期在留住宅地届出等事務委託金で実績見込み、２節選挙費委託金

１９１万８０００円の減は衆議院議員総選挙及び最高裁判所裁判官国民審査委託金で実績

見込みとなります。

１６款道支出金１項道負担金１目民生費道負担金３５６万８０００円の追加は２節保険

基盤安定負担金３１１万円の減から１６ページの５節児童福祉費負担金２１５万８０００

円の追加は実績見込み、６節児童手当負担金７３万６０００円の追加、児童手当負担金７

１万４０００円の追加は実績見込み、児童手当負担金前年度精算交付金２万２０００円の

増は実績確定によるもの、２目農林水産業費道負担金２７万円の追加は農業委員会交付金

で実績確定、２項道補助金２目民生費道補助金１２１万５０００円の減、１節社会福祉費

補助金５４万９０００円の減は地域づくり総合交付金５万２０００円の減は実績確定、地

域生活支援事業補助４５万２０００円の減と介護保険特別対策事業補助４万５０００円の

減は実績見込み、２節重度心身障がい者医療費補助金５０万８０００円の減から４節乳幼

児等医療費補助金４万９０００円の減までは実績見込み、５節児童福祉費補助金５万５０

００円の減は子育て支援交付金２万２０００円の減から出産・子育て応援給付金事業補助

２４万１０００円の減までは実績見込み、地域づくり総合交付金２０万８０００円の増は

実績の確定、３目衛生費道補助金２２７万１０００円の減、１節保健衛生費補助金５７万

１０００円の減は健康増進事業補助２７万４０００円の減から予防接種健康被害救済措置

事業補助１０万４０００円の減までは実績見込み、２節環境政策費補助金、地域づくり総

合交付金１７０万円の減は確定によるもの、４目農林水産業費道補助金１５８３万円の減、

１節農業費補助金５３万５０００円の減、農業委員会補助１２万３０００円の追加から中

山間地域等直接支払推進事業補助８万９０００円の減までは実績確定、農業経営基盤強化

資金利子補給事業補助９万３０００円の減は実績見込み、２節林業費補助金１５０６万３

０００円の減、森林環境保全整備事業補助６４万１０００円の減は実績見込み、合板・製

材生産性強化対策事業補助１２９６万円の減は実績確定、１９ページの地域づくり総合交

付金６９万円の減は実績確定、豊かな森づくり推進事業補助６７万８０００円の減は実績
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見込み、ヒグマ春期管理捕獲支援事業補助９万４０００円の減は実績の確定、３節水産業

費補助金、環境・生態系保全市町村推進指導費補助２３万２０００円の減は実績確定、５

目商工費道補助金２万２０００円の減は地方消費者行政活性化交付金で実績見込み、６目

土木費道補助金３０万円の減は既存住宅耐震改修費補助で実績見込み、８目教育費道補助

金１万５０００円の減は就学支援事業事務費補助で実績見込み、３項委託金１目総務費委

託金３万３０００円の減は、１節総務管理費委託金１万４０００円の追加は旅券発行事務

委託金で実績確定、３節統計調査委託金４万７０００円の減は農林業センサス委託金５万

８０００円の減及び国勢調査調査区設定委託金１万１０００円の追加は実績確定、３目農

林水産業費委託金５５万３０００円の減は、１節農業費委託金４万９０００円の追加から

３節水産業費委託金５５万３０００円の減まで、実績確定によるものとなります。

１７款財産収入１項財産運用収入１目財産貸付け収入８１万８０００円の減は、１節土

地建物貸付収入で、町有干場貸付料７万７０００円の減からお試し住宅貸付料１３万５０

００円の追加まで実績見込み、２目利子及び配当金１３万３０００円の追加は利子額の確

定となります。

２０ページの１８款１項寄附金１目一般寄附金２４１０万円の追加は、ふるさと納税企

業版で１１企業からの寄附、３目農林水産業費寄附金１００万円の追加は、１節水産業費

寄附金で、浜中町ウニ種苗生産センター運営委員会からのものとなります。

１９款繰入金１項基金繰入金１目財政調整基金繰入金６０００万円の減は、財源調整で

取崩しを取りやめるもの、２目人づくり基金繰入金２万７０００円の減から７目ふるさと

納税基金繰入金２７８７万８０００円の減は充当事業の確定によるもの、２項特別会計繰

入金１目国民健康保険特別会計繰入金１０万円の減は財源調整となります。

２１款諸収入１項延滞金、加算金及び過料、１目延滞金５万７０００円の追加は諸税滞

納延滞金で実績見込み、２項１目町預金利子１４万円の追加は金融機関預金利子で実績見

込み、３項貸付金元利収入２目産業振興資金貸付金収入６４万４０００円の減は商工機器

等購入資金貸付金で実績見込み、５項１目介護保険事業収入４３万２０００円の減は介護

報酬収入で実績見込み、６項４目雑入２４６万２０００円の追加、雇用保険被保険者負担

金３万２０００円の減及び職員保険事務取扱手数料２０００円の減は実績見込み、公益財

団法人北海道市町村振興協会市町村交付金２２６万２０００円の増は宝くじ市町村交付金

で実績確定によるもの、職員等給食費３６万１０００円の減から２３ページの雑入１３万

８０００円の追加までは実績見込み、２２節１項町債１目総務債４０万円の追加から８目

災害復旧債３０万円の減までは全て事業費の確定などによるものであります。

以上、議案第１２号の説明といたします。

○議長（落合俊雄君） これから議案第１２号の質疑を行います。

歳入歳出一括して行います。

４番三膳時子議員。

○４番（三膳時子君） 質疑をしていきたいと思います。
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総務費についてです。

３３ページの町功労者表彰等に要する経費のうち、報償費の町条例表彰についてです。

令和６年予算では１２３万８０００円でした。それが９月補正で１０２万３０００円と

され、合計２８６万１０００円となっていると思うのですが、１３４万６０００円の減額

の内容をお知らせください。

次に、３３ページの地域振興に要する経費のうち、１２節委託料１２１万円についてで

す。

移住パンフレット作成委託料ということで、移住パンフレットを１０００部作成と説明

されていたと思うのですが、未執行の理由をお知らせください。

次に、５１ページの民生費の老人福祉施設措置に要する経費のうち、扶助費の措置費に

ついてです。令和６年度の予算では１７０４万円だったものが３分の１ぐらい減額されて

いるのですけれども、この理由をお知らせください。

次に、５５ページの児童福祉費の常設保育所に要する経費のうち、委託料の高齢者事業

団作業等委託料についてです。

４２万８０００円が未執行になっているのですが、どうして未執行なのかをお知らせく

ださい。

次に、５７ページの保育所給食に要する経費のうち、需用費の賄材料費９０万円の減額

についてです。

昨今の物価高の中、どうして９０万円の減額となっているのでしょうか。これは、スタ

ッフの努力なのか、子どもが少なかったのか、理由をお知らせ願いたいと思います。

次に、６９ページのじん芥処理に要する経費についてです。

７００万円の減額になっております。これは可燃ごみが減ったからかと思うのですが、

どのような理由なのか、お知らせ願います。

○議長（落合俊雄君） 総務課長。

○総務課長（佐々木武志君） ご質問にお答えいたします。

３３ページの町功労者表彰等に要する経費の１３４万６０００円の減額についてお答え

を申し上げます。

こちらは、当初予算が１２３万８０００円ということで、表彰盾の１万６３００円の６

９個に消費税を掛け、予算措置をさせていただいておりました。その後、９月補正におい

て５７個追加の１０２万３０００円の追加補正を提案させていただきました。

今回、８０歳以上で５０年在住の表彰者は計４３名となりました。その他として、社会

功労が５名、善行表彰が２名、奨励賞が１名ということで補正により追加を行ったのです

けれども、対象者が減となったことから、このたび減額の補正をさせていただきました。

○議長（落合俊雄君） 企画財政課長。

○企画財政課長（渡部幸平君） それでは、同じく議案の３３ページの地域振興に要する

経費の１２節委託料、移住パンフレット作成委託料の未執行の理由についてお答えいたし
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ます。

まず、移住パンフレット作成委託料ですが、前回の作成から４年以上が経過していたも

のですから、１０００部ほどつくろうということで計画し、計上したものでありますが、

今年度に入りまして、地域おこし協力隊の募集なども絡め、他町に移住関連の取組の調査

をしました。その中で、冊子ではなく、情報を常時更新できるウェブでの情報発信が有効

だという情報を得ました。その町においても以前はパンフレットでつくっていたのですが、

四、五年たつと情報が古くなり、更新を余儀なくされるものですから、移住、定住のポー

タルサイトのようなものをつくり、順次更新していくということでタイムリーな情報を発

信することに切り替えたということでした。

また、移住フェアに企画財政課の職員も行っていますけれども、相談者が来たときにパ

ソコンの画面を見せながら自分のまちを知ってもらうというような姿があり、とても印象

的だったという報告もあり、本町もこれに倣うべきだと判断したものですから、本年度は

予算を執行せず、その分を次年度のポータルサイトの作成のために使ってまいりたいと考

え、未執行としたものであります。

○議長（落合俊雄君） 健康福祉課長。

○健康福祉課長（渡部直人君） ご質問にお答えします。

５１ページの民生費の老人福祉施設措置に要する経費のうち、扶助費５３６万６０００

円の減額の理由についてです。

この施設は、養護老人ホームといいまして、老人保健法に規定されている施設であり、

身体上、もしくは、精神上または環境上の理由で、または、経済的な理由によって地域で

居住できない場合に６５歳の方が入所することができます。これは町で措置してください、

入れてくださいと調整しますので、介護保険の関係で認定を受けて入る施設とは別のもの

になります。

現在、釧路市の長生園と根室市の隣保院に入っている方がおりますけれども、長生園に

３名、隣保院に３名ということで６名の方がおります。当初予算では新規分として２件ず

つの計４件分を見込んでおりましたが、今回、全額が減額となりましたので、４件分の５

３６万６０００円の減としております。

詳しく言いますと、入所者の条件は２種類あります。特定入所者といって、介護の認定

は受けている方ですけれども、介護保険法の適用ではなく、あくまでも、そういう支援が

必要だといいますか、軽度の介護が必要な方となりまして、その方の分として当初は６人

で見ておりました。しかし、実際は４人しかおりませんでした。また、一般入所といって、

経済的な理由による方を当初は４人を見ていましたけれども、実際は２人しかいませんで

した。

○議長（落合俊雄君） 保育所長。

○保育所長（中山和生君） それでは、５５ページの常設保育所に要する経費のうち、高

齢者事業団作業等委託料４２万８０００円の減についてご説明いたします。
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霧多布保育所と茶内保育所の草刈りに伴う委託料だったのですけれども、今年度につき

ましても、役場の再任用の職員に刈っていただいたほか、私も刈りまして、高齢者事業団

を使いませんでした。そのため、このたび皆減としております。

次に、５７ページの保育所給食に要する経費のうち、賄材料費９０万円の減についてで

す。

昨今の物価高の中でなぜ減額となるのかというご質問でしたが、高い食材を使わなくな

ったことが大きな原因です。例えば、保育所の給食での魚ですけれども、サケ、タラ、サ

ンマなどを使っていました。しかし、時期によっては高く、高級食材になってしまいます。

献立は１か月前にはつくるものなので、そのときに高くても買わなければなりません。

そこで、メニューをつくる管理栄養士が工夫してくれまして、町外業者も利用しながら、

新たに冷凍の赤魚やサバ、さらには、ホッケなども取り入れ、メニューを増やし、給食の

提供を始めました。冷凍の魚を使うことによって、時価といいますか、そのときそのとき

で値段の違った魚の価格が安価となり、また、安定したことが結構大きな要因になってい

るのかなと思っています。

そのほか、行事などのおやつで、１人に対し、ケーキを一つずつ買っていたりしたので

すけれども、調理室で市販のロールケーキにホイップでデコレーションをするなど、節約

なんかをしております。

また、野菜の値段が高い時期を上手に読んで、工夫しながらメニューを組み立ててくれ

ていることが要因になっているのかなと思っています。

○議長（落合俊雄君） 住民環境課長。

○住民環境課長（細越圭一君） ６９ページのじん芥処理に要する経費のうち、委託料、

可燃ごみ焼却委託料７００万円の減額についてご説明申し上げます。

まず、支出見込みですが、焼却量が１３５３．９２トンで４４６７万９３６０円、焼却

の灰量が２４３．６５トンで１４７万８０円、パッカー車、バキュームの修繕料の予算流

用の戻入れが１３９万円で、合計４７５４万３４４０円となり、残額の６９９万９５６０

円、７００万円の減額となります。

次に、減額内容についてですが、当初予算額で１６００トンの予算を見ており、例年、

３月３１日の専決で確定後に落としておりましたが、今回は見込みとし、７００万円の減

額となりました。

焼却量の減についてですが、令和５年度は１３３２．７６トン、今年度は１３５３．９

２トンであり、今年度に限っては２１．１６トンの焼却量の増となっておりますが、現状

としましては見込みでの減額となっておりますので、ご理解を願いたいと思います。

○議長（落合俊雄君） この際、暫時休憩とします。

（休憩 午後 ０時００分）

（再開 午後 １時００分）

○議長（落合俊雄君） 休憩前に引き続き、会議を開きます。
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日程第８、議案第１２号の質疑を続けます。

４番三膳時子議員。

○４番（三膳時子君） 先ほどご説明をいただきました３３ページの総務費の町功労者表

彰に要する経費のご説明をいただきました。

減額になった理由をお聞きしたのですけれども、その内容は理解いたしました。今後と

も、ぜひ我がまちでご活躍している方々への功労者として表彰をお願いしたいと思います。

同ページの地域振興に要する経費の委託料の移住パンフレットについても説明をいただ

きました。移住パンフレット１０００部作成をやめ、デジタル化していくということでし

た。きれいな映像を見せたほうが今の時代に合うのだろうということもよく理解しました。

次に、民生費の５１ページの老人福祉措置に要する経費についてです。

釧路市の長生園と根室市の隣保院にお願いしているという説明がありましたけれども、

そのほかではないのでしょうか。この２市だけにお願いしているのですか。そのほかの市

にはお願いはしていないのでしょうか。

次に、常設保育所に要する経費についてですが、説明をいただきました。

事業団の所長やスタッフの努力で高齢者事業団にお願いしなかったということでした。

その方たちとしては、予算化されているため、仕事が来るだろうと思っていたかと思うの

ですが、そのことは把握しているのでしょうか。

次に、同じく、保育所の給食費についてです。

スタッフの方々の努力で９０万円の減額をした、大変よくしてくれましたということで

した。でも、それを言われましたら、子どもたちに食材が足りなくなっているのではない

か、高級になっているサンマなどが食べられなくなっているのではないかなど、ちょっと

微妙に思いましたし、どちらを取ったらいいのかなという感じです。

今後、あまりにも減額する金額が大きくなると保護者もびっくりといいますか、えっと

いうことになるかなと思います。何とも言い難いのですけれども、分かりました。でも、

ちょっと高級だなという食材もたまには出してほしい思いがあります。

次に、６９ページのじん芥処理経費についてです。

可燃ごみが減ってきたのかなという期待があったのですけれども、実は増えているとい

う説明がありました。ちょっと残念だなと思います。町民や関係している団体などととも

に、ごみの削減に努力していきたいと改めて思いました。

○議長（落合俊雄君） 健康福祉課長。

○健康福祉課長（渡部直人君） ５１ページの老人福祉施設に要する経費の再質問にお答

えします。

現在、浜中町の方が入所しているのが釧路の長生園と根室の隣保院となります。いろい

ろなつながり、または、措置のお願いがしやすいということがあります。

なお、弟子屈町にも養護老人ホームがありまして、過去にそちらに入っていた方がいま

したけれども、今はおりません。
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○議長（落合俊雄君） 保育所長。

○保育所長（中山和生君） それでは、高齢者事業団の作業等委託料に関し、予算化され

ているのに実際は発注されないことを把握されているかについてです。

実は、昨年度も皆減ということで落とさせていただいておりますし、数年前、高齢者福

祉の者から高齢者事業団に対し、頼むこともあるかもしれないけれども、基本的には自分

たちでやりたいのだという話は伝えております。

次に、賄材料費についてです。

サンマやサケ、タラが時価で高いということがあります。ただ、それを完全にやめたわ

けではなく、種類を増やし、ほかの魚も使っている状況です。ですから、まるっきり口に

入らなくなったということではございませんので、ご安心ください。

○議長（落合俊雄君） ８番谷村敦議員。

○８番（谷村敦君） ７３ページの新規就農者誘致・育成に要する経費のうち、補助金、

新規就農者誘致事業補助についてです。

この内容をお知らせお願いします。

次に、７７ページの林道に要する経費のうち、工事請負費、林業専用道開設工事１００

０万６０００円についてです。

この詳しい経緯をお知らせ願います。

次に、８５ページの漁港整備に要する経費のうち、負担金、補助及び交付金、漁港工事

地元負担金１９３１万９０００円についてです。

この内容についてお願いします。

次に、９９ページの教育費の中の教育活動支援に要する経費のうち、学校運営協議会委

員報酬についてです。

これは非開催だったのか、質問します。

○議長（落合俊雄君） 農林課長。

○農林課長（渡邊馨君） ７３ページの新規就農者誘致事業補助の内容についてご説明を

申し上げます。

この制度は、まず、新規就農者に対する酪農経営支援として、農用地、農業用施設、乳

牛及び農業機械等のリース料に対する２分の１を助成しております。また、経営開始後に

資産が本人に移ってから５か年間の固定資産税相当額の助成も行っております。

まず、リース料については新年度予算の段階で見込みがつきますけれども、固定資産税

は税額が見込めません。また、今回の５１６万円という金額についてですが、１件の新規

就農で、通常でいけばいきなり規模拡大は見込めなかったのですけれども、国のクラスタ

ー事業で牛舎とそれに付随する附帯施設の導入があり、固定資産税が上がったため、この

たび助成金額が上がりました。

続きまして、７７ページの林道の件についてです。

工事請負費の林業専用道開設工事に関し、減額の理由についてですが、新年度予算で計



- 34 -

上していたものは延長１２００メートルで予定しておりました。今年度に実施したのが８

００メートルで、延長が４００メートル短くなったことによる減額補正です。

これはさきの１２月定例会でも述べましたし、これに係る委託費の減額の際にも同じよ

うな話をさせていただきましたけれども、１２００メートルの奥のほうの林地層が薄く、

今後行う間伐事業の費用対効果が見込めないことから、このたび８００メートルにとどめ

たという次第です。

○議長（落合俊雄君） 水産課長。

○水産課長（東海林圭太君） それでは、８５ページの漁港整備に要する経費のうち、１

８節負担金、補助及び交付金の負担金、漁港工事地元負担金についてご説明をいたします。

まず、漁港工事地元負担金は、北海道が事業主体となって実施する本町の漁港の整備、

工事代の地元負担分となるのですけれども、北海道の事業主体となる実施する事業は三つ

の事業がありまして、一つ目は生産流通基盤整備事業、二つ目は水産物供給基盤整備機能

保全事業、三つ目は水産物機能増進事業です。

例えば、漁港本体部分については地元負担がありませんが、係留施設、岸壁、物揚場な

どには地元負担が発生します。なお、係留施設ですと国から６０％の国費が出まして、残

り４０％のうち、３分の１が地元負担となります。また、道路については、国が５５％、

地方、北海道が４５％で、そのうちの３分の１が町の負担となります。

今回は負担金が発生する工事のみを説明させていただきますが、１の水産流通基盤整備

事業では、散布漁港で係留施設３．５メートル、マイナス３．０メートル岸壁、そして、

輸送で道路、浄化施設、排水施設の事業を行っています。

二つ目の水産物供給基盤整備機能保全事業では、琵琶瀬漁港マイナス２．０メートル物

揚場と奔幌戸漁港の輸送ということで道路を工事しております。

三つ目は、漁港機能増進事業でありますけれども、琵琶瀬漁港の輸送のＬＥＤ化、散布

漁協の輸送のＬＥＤ化ということで当初は進めておりました。

この事業が減額に伴いまして地元負担も減ったということですけれども、三つの事業を

合わせまして７億８１４８万円、実績は６億３４７８万１０００円となり、１億４６６９

万９０００円の事業費の減額となりました。それに伴いまして、地元負担は、当初予算で

１億５７３万９０００円、実績は８６４２万円ということで、１９３１万９０００円の減

額となっております。

○議長（落合俊雄君） 管理課長。

○管理課長（澤邊昭彦君） ９９ページの教育活動支援に要する経費のうち、学校運営協

議会委員の報酬についてご回答いたします。

学校運営協議会は、現在、霧多布地区、散布地区、浜中地区、茶内地区の４地区にござ

います。年度当初は、１日日当の８５００円の役員１０人、１地区５回で予算計上をして

いまして、１７０万円となっております。今回、実績見込みで４０万円くらいと見込みま

したので、１３０万円の減額とさせていただいております。



- 35 -

運営協議会は、ご存じのとおり、学校が終わってからの夕方の時間帯に実施するという

ことで、１日日当ではなく、実際には４２５０円の半日日当の支払いとなりますので、お

のずと１７０万円の半額が減額されます。

なお、今年度の実績ですけれども、霧多布地区は５回やっています。残る散布、浜中、

茶内は３回の実施となっております。

○議長（落合俊雄君） ８番谷村敦議員。

○８番（谷村敦君） 簡単に２点ほど再質問をさせていただきます。

７３ページの補助金、新規就農者誘致事業補助についてです。

新年度での新規就農者見込みはどれくらいあるのか、お分かりでしたらお願いします。

また、９９ページの学校運営協議会委員報酬ですが、新年度も同程度の開催になるのかも

お願いします。

○議長（落合俊雄君） 農林課長。

○農林課長（渡邊馨君） ７３ページの新規就農者誘致事業補助に関わり、来年度に新規

就農の見込みがあるのかについてです。

今、離農跡地につきまして、農業委員会と農協と協議を重ねておりますが、今の段階で、

例えば、ヘルパーや研修生が入るという情報は入っておりません。

○議長（落合俊雄君） 管理課長。

○管理課長（澤邊昭彦君） 再質問にお答えします。

次年度におきましても、教育委員会としては、各地区の委員に委嘱させていただきまし

て、実施したいと考えております。

学校活動方針や経営方針のお話をするほか、ラジオ体操や花壇整備などの事業の実施を

していただいています。さらには、学力の分析、学校での成果、課題、学校評価について

の協議をしていただいておりまして、来年度もこの程度のことは実施したいと考えており

ます。

○議長（落合俊雄君） ５番川村義春議員。

○５番（川村義春君） まず、歳入からお願いします。

１１ページの固定資産税の現年課税分についてです。

予算額は４億６６９２万５０００円で、今回は２０４５万７０００円を減額し、予算額

は４億４６４６万８０００円となっておりますが、２０４５万７０００円と大きな減額で

あります。この減額理由として、単に固定資産である家屋や土地などではなく、償却資産

も含まれているのかなと思うのですが、そういったことについて詳しくお知らせをいただ

きたいと思います。

次に、１５ページの国庫補助金の総務費国庫補助金についてです。

地域公共交通確保維持改善事業補助が３１９万円の皆増となっていますが、事前に配ら

れた資料を見ると、実績見込みによる追加となっていました。多分、歳出の公共交通と連

動すると思いますし、特定財源に当たると思うのですが、歳出を見ると特定財源に入って
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おりません。これについて教えていただきたいと思います。

次に、その下の衛生費国庫補助金についてです。

合併処理浄化槽設置事業補助が１０１万６０００円の皆減になっています。これについ

ても歳出の合併処理浄化槽の予算を見ますと、９万５０００円ということで、たしか、７

人槽の浄化槽が実施されているはずなのに、ゼロになっていまして、皆減になっているの

はどういうわけかですか。特定財源に絡め、減額になるはずだと思うのですが、歳出のこ

とを含めて聞きます。

３５ページに入りますが、地域公共交通に要する経費のうち、施設用備品についてです。

８万４０００円の皆増になっています。先ほど言ったとおり、８万４０００円が特定財

源に入ればいいのだけれども、残ったものはどこか違うところの財源に充てるということ

になるのか、その扱いについてお聞かせをいただきたいと思います。

次に、３７ページの一番上の空家等対策に要する経費のうち、負担金、補助及び交付金

の不良空家等除却補助についてです。

当初予算は１０００万円で、今回、２３０万４０００円の減額ということです。当初は

１件１００万円掛ける１０件分で計上されて、特定空き家が対象になるとされておりまし

た。そこで、この実績と特定空家と指定した物件のまだ除却されていない軒数はどのぐら

いあるのか、また、２３０万４０００円の内訳についてお知らせください。

次に、先ほど４番議員が質問されていましたけれども、５５ページの常設保育所に要す

る経費のうち、高齢者事業団の作業等委託料についてです。

当初予算において４２万８０００円で計上されていたものを職員が対応したということ

で減額になっていますけれども、この予算書といいますか、議決されたものについては誰

でも見られますし、高齢者事業団としては、事業費を積み上げ、期待していたと思うので

す。高齢者事業団の賃金は安いですが、働く場を設けてもらうために予算措置しているで

しょう。だから、今後考えものですよ。職員がやるのだったら最初から予算をつけなけれ

ばいいと私は思うのです。予算をつけたものについては確実にやってもらうということが

事業団を相手にする思いやりではないですか。そういうことも含め、今後はどうするのか、

意見を下さい。

次に、６７ページの環境政策に要する経費のうち、委託料、バイオマスプラント建設意

向調査委託料についてです。

これも未執行で３４５万４０００円が減額されています。当初、参加希望農家への説明

会で最終的な意向確認と事業性の評価などを実施するとしており、その調査のための委託

料ですよね。なぜ予算執行をしなかったのか、伺いたいです。

前年度、同僚議員から町内２か所で実施すべきだという話をし、担当課長は補助金の関

係で２か所は難しいというような話もたしかされていたと思います。その経過も含めて、

今後、バイオマスプラント建設はどういう方向に進む予定でいるのか、担当課長からは事

務的な話を、また、町長からもお聞きしたいと思いますので、答えられたらお願いします。
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次に、６９ページのし尿処理に要する経費のうち、先ほど言いました合併浄化槽の設置

についてです。

当初予算では５人槽２基で１８０万円、７人槽４基で３８０万円でした。しかし、結果

として、９５万円の予算が残ったということですから、この分だけ執行したということに

なるのですね。５６０万円の当初予算で４６５万円ですから、９５万円分だけ執行したと

いうことになるはずです。これは７人槽１基分の金額と合致します。それで歳入では１０

６万円の減になっていると思うのです。１基でもやったらお金が来るのかなと期待してし

まうのですが、そのいきさつを教えていただければと思います。

また、未設置のところは前年度の数字で４２５となっています。今回一つやりましたの

で４２４ですね。今後、そのＰＲをはじめ、どう進めていくのかです。下海岸、あるいは、

散布の一部ではまだ設置されていないところもあります。農家はほとんどやられていると

は思うのですけれども、特定環境施設がないわけです。浜中町の環境をよくするためにど

んどんＰＲし、早めに設置する努力が必要だと思いますが、その考え方についてもお聞か

せをいただきたいと思います。

次に、７７ページの林道に要する経費のうち、工事請負費についてです。

先ほど８番議員が質問しておりましたけれども、当初は１２００メートルの予算計上で

したよね。これが８００メートルの実施になって、４００メートル分を減額したという話

ですけれども、熊牛北区線の開設工事について、来年度に残った分をやるわけではなく、

完成ということですか。来年度はないのかどうか、それだけ確認しておきます。

次に、８３ページの産業振興資金貸付に要する経費のうち、２０節貸付金、産業振興資

金貸付金についてです。

実績見込みによる皆増とのことであります。散布の漁船を購入すると企画財政課長から

説明がありました。今時期になって２００万円増という話ですが、どういう経過からこう

なったのか、その経緯だけ教えてください。

次に、８７ページの産業振興資金貸付に要する経費のうち、貸付金についてです。

産業振興資金貸付金ですが、当初予算３２１万９０００円で、皆減になっています。こ

れも未執行ということです。これは、水産加工場から大型冷蔵庫を１台購入という希望が

あったので、予算化したという当初予算時の説明でありましたが、これを入れなかった理

由についてです。断られたといったらそれで済むのですけれども、何か経緯があればお知

らせをいただきたいです。

最後になりますが、１１７ページの給食センターに要する経費のうち、需用費の修繕料

についてです。

説明が聞き取れなかったので、間違っていたら訂正してほしいのですが、二つの回転釜

と漏水の修理だと聞きました。再度、ゆっくり答えてください。

○議長（落合俊雄君） 税務課長。

○税務課長（梅村純也君） １１ページの固定資産税の２０４５万７０００円の減額につ
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いてご説明申し上げます。

まず、主な要因についてですが、先ほど農林課長の答弁で出てきておりました国のクラ

スター事業に係る大型の償却資産と家屋、牛舎に係るもので、内訳としては、償却資産が

２件分で８６８万３０００円、家屋、牛舎の分が５５９万円、合わせまして１４２７万３

０００円が二重に計上されていたため、今回の減額に至りました。

あと５００万円ぐらいの差があるのですが、これまで過去３か年の伸び率で出していた

固定資産の分が予想ほど伸びなかったことによるものです。土地については、あるもので

ほぼ出せるのですが、家屋償却資産については伸び率を使って出しています。しかし、そ

れが予定ほど伸びなかったということになります。

○議長（落合俊雄君） 企画財政課長。

○企画財政課長（渡部幸平君） １５ページの地域公共交通確保維持改善事業費補助３１

９万円についてです。

こちらは、地域の実情に応じた交通ネットワークを確保するために幹線道路に接続する

路線、本町でいいますと、霧多布湿原線、茶内線デマンド、浜中線デマンドいう路線が該

当しますが、それに対する国からの補助金であります。

３１９万円の内訳ですが、まず、路線維持の補助金として２９６万円、残りの２３万円

は令和２年度に購入したハイエースの減価償却の補助となっております。

また、この補助を受けるためには要件がありまして、どの路線も１人当たり平均して２

人以上の乗車がないといけません。本町では、令和５年１０月から令和６年９月までの期

間においてこの条件をクリアしたものですから交付される見込みとなり、今回の定例会に

計上させていただきました。

なお、令和５年度までは３月３１日付の専決で計上をしておりましたが、条件をクリア

でき、交付の見込みとなれば、３月定例会で計上するということで事務を見直しておりま

す。

なお、議員がおっしゃいました３１９万円の財源充当のことについてです。

地域公共交通に要する経費が属します３２ページの４目振興費の財源の国道支出金が２

７４万円とあるが、ここと合わないというご質問かと思います。１５ページに戻っていた

だきまして、地域公共交通の補助の３１９万円の上に４５万円の地方創生推進交付金の減

額がありまして、これと差し引きしますと２７４万円となります。ですから、３１９万円

については地域公共交通のほうに充当されているということです。

また、議員のご質問にありました施設用備品購入８万４０００円の増についてです。

こちらは、高校前のバス待合所の内部にソーラー式の照明をつけようということで補正

を計上させていただいたものでありますが、こちらについての財源等はございません。

○議長（落合俊雄君） 住民環境課長。

○住民環境課長（細越圭一君） 歳入の１０ページの合併処理浄化槽設置整備事業補助１

０１万６０００円の減額について、合併浄化槽の歳出に関連していますので、併せて説明
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いたします。

歳入の皆減についてですが、北海道の浄化槽設置整備事業の補助によるものとなりまし

て、今年度は１基の９５万円の支出となっております。浄化槽の補助に関する総合振興局

との協議の中で事前に浄化槽の補助を多くもらっていた年度があるということで、その年

度間調整により、今回、皆減とさせていただいております。

次に、合併浄化槽のＰＲについてです。

まず、何で減になったかですが、新築住宅が減になっていることが要因ではないかと担

当としては考えております。

なお、湯沸地区など、まだ設置されていない方々へのＰＲについてですが、現在はホー

ムページでしかやっておりませんので、まずは広報で再度ＰＲしたいと考えております。

次に、６７ページのバイオマスの関係ですが、環境政策に要する経費のうち、委託料、

バイオマスプラント建設意向調査委託料の３４５万４０００円の減額について説明いたし

ます。

４月にバイオマスプラント建設意向調査を行う予定でしたが、令和６年３月のバイオマ

ス建設事業の事業費が出まして、その中で収支等を検討した結果、現在、バイオマスプラ

ントの建設について再度検討することとなったことから、今年度の建設意向調査は中止す

ることといたしました。

ＦＩＴでの売電では、建設費について３月当時に来た中では５５億６０１３万円でした。

しかし、物価高騰等があったため、再度積算した結果、８４億５２５４万円となり、単純

計算でも２９億円の増となったことから、まずは一旦立ち止まって、もう一度検討しよう

ということになりました。

なお、現在は、ＦＩＴ売電ではなく、ガスをどう利用できるかについて検討していると

ころです。

○議長（落合俊雄君） 町長。

○町長（齊藤清隆君） ただいまの６７ページの環境政策に要する経費のうち、委託料、

バイオマスプラントの建設意向調査の関係についてです。

未執行とした理由は原課の課長から回答させました。その上で、議員のおっしゃる今後

の町としての考えでありますけれども、今、課長が述べたように、２種類のバイオマス発

電の事業がありまして、まずは中止にした売電してのバイオマス発電、そして、ガスの販

売によるバイオマスプラントです。これについて１２月定例会でも３月まで協議・勉強段

階であるという旨を回答したと思いますが、いずれにしましても酪農家の理解が得られな

ければこの事業は進みません。

そのため、町としては、まずは農協と情報共有を図りながら、統一感を持った中で酪農

家に説明する取組をこれからしていかなければならないという状況ですので、ご理解を願

いたいと思います。

○議長（落合俊雄君） 防災対策室長。
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○防災対策室長（春日良太君） それでは、３７ページの空家等対策に要する経費の不良

空家等除去補助についてご説明を申し上げます。

まず、実績についてですが、令和６年度の除却補助の実績件数は８件となっております。

また、８件中７件については補助上限の１００万円を補助しております。１件については、

除却額が少額だったことから６９万６０００円の補助となっており、８件で７６９万６０

００円の補助となっていることから、今回、２３０万４０００円を減額するものです。

次に、浜中町の現在の特定空家の状況についてです。

令和５年１１月調査現在、浜中町にある特定空家の軒数は７軒でした。令和６年度中に

このうちの１軒を除却しておりまして、これは除却補助を使っています。そのため、現在、

特定空家は６軒あるという状況です。

○議長（落合俊雄君） 保育所長。

○保育所長（中山和生君） ５５ページの常設保育所に要する経費のうち、高齢者事業団

作業委託料についての質問にお答えします。

令和５年、令和６年度は、保育所では、事業団を使わず、再任用職員と私が刈りました

ので、事業団にはお願いしていなかったのですけれども、再任用職員に刈ってもらえない

場合、あるいは、再任用職員と私で間に合わない場合はお願いしようと思っております。

結果的に事業団にお願いしませんでしたが、場合によっては委託することもあることか

ら、予算は持っておきたいと考えておりました。

また、予算計上時期に次年度の再任用職員の動向がまだ分かっていなかったので、草刈

りをお願いできるのかどうかもまだ分からなかったことから予算を計上させてもらってい

るところもありました。

なお、７年度予算でも予算計上しているのですけれども、今後は、予算の上げ方も含め、

しっかりと詰め、高齢者事業団とも相談しながら検討していきたいと思っています。

○議長（落合俊雄君） 農林課長。

○農林課長（渡邊馨君） ７７ページの林業専用道開設工事についてです。

現在行っている熊牛北区線についてはこれにて事業完了となります。今後は、費用対効

果のある山林を求めて町有林を調査した上で事業展開してまいりたいと考えております。

○議長（落合俊雄君） 水産課長。

○水産課長（東海林圭太君） それでは、８１ページの産業振興資金貸付に要する経費の

うち、８３ページの産業振興資金貸付金についてご説明をいたします。

３月補正に至った経緯についてですが、本年１月に漁業者から水産課に貸付けの申出が

ありました。ただ、貸付けについては組合を通して申請することになっておりますので、

組合も含めた３者でいろいろと協議しました。

なお、企画財政課長が説明したとおりのものを購入するということでしたけれども、本

人からできれば３月中に購入したいという希望がありましたので、それに間に合わせるべ

く、このたびの議会で３月補正させていただきました。
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○議長（落合俊雄君） 商工観光課長。

○商工観光課長（赤石俊行君） 議案の８７ページの産業振興資金貸付に要する経費のう

ち、２０節貸付金についてお答えをいたします。

当初予定されていた案件は、議員がおっしゃったとおり、水産加工会社の大型冷蔵庫を

購入予定で予算化していたものです。しかし、水産加工会社から今年度中の冷蔵庫の購入

は中止するとなり、結果的に申請されませんでした。

予算は１件分の額でしたので、全額となる３２１万９０００円を執行残として減額をす

るものです。

○議長（落合俊雄君） 給食センター所長。

○給食センター所長（天岡道芳君） それでは、１１７ページの給食センターに要する経

費のうち、需用費、修繕料の内容についてご説明をいたします。

これは、電気回転釜、内釜一式の交換、補修となっております。内釜にヒーターの直つ

き型で２基分の補正となっており、金額が２６９万６００円です。

給食センターには４基のヒーターがありますが、そのうちの１基について、漏電遮断機

が作動するので、調査した結果、９基のヒーターのうちの１基が変形して通電しない状態

であり、これが通電していたときに漏電していたものと考えられ、ほかの２基のヒーター

が膨張、変形しておりました。残り６基のヒーターのうち、昨年６月の補正予算で３基の

ヒーターを交換し、残り３基は製造当時のものであります。

もう一つの釜ですが、沸きが遅いため、調査した結果、９基のヒーターのうち、１基が

焼けて通電しておらず、２基のヒーターが釜から浮いて隙間ができている状態であり、３

基のヒーターは膨張や変形をしておりました。

どちらの釜も８基のヒーターで温めている状態で、最初に説明した釜については、６月

補正で交換した３基以外の５基、もう一つの釜については残り８基のヒーター全部が製造

当時のものであり、ヒーターのこれ以上の悪化により機能不全になれば給食が提供できず、

安定的な給食が止まってしまうということを考え、給食継続のために交換を実施したとこ

ろです。

次に、給湯配管漏水修理についてです。

機械室に貯湯槽がありますが、そこからの給湯管が腐食により機械室内で漏水しており

ましたので、修繕をさせていただき、それが４２万３５００円です。

もう一つは、殺菌庫のファンモーターの交換で３万４４８５円です。調理服の殺菌庫の

ファンモーターが異音を発しており、このまま使い続けると、ヒーターが切断され、緊急

停止するので、衛生面を考慮し、交換をさせていただきました。

次に、中央監視盤のＵＰＳ―無停電電源装置のバッテリー交換で、１７万４９００円

です。ＵＰＳのバッテリーが切れたため、交換をしました。これが使えなくなりますと、

集中監視盤が使えなくなりますし、空調機を動かすタブレットが使えなくなることもあり

ますので、交換をさせていただきました。
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最後に、食器消毒保管庫の温度リミッター交換についてです。

九十五、六度で加熱消毒する保管庫内の温度が信号を出すリミッターの故障により１３

０度まで異常加熱し、緊急停止をするようになったため、リミッターの交換をしたもので

す。

以上、合計五つの修繕で３３４万８０００円となります。

○議長（落合俊雄君） 副町長。

○副町長（石塚豊君） ５５ページの高齢者事業団の作業等委託料の関係について補足し

ます。

議員から予算計上したものは確実に執行するようにとのお話がありましたけれども、私

どもとしても予算として計上するということは必要なものだと考えており、議員の皆様に

議決をいただき、確実に執行していくことが基本中の基本と捉えておりますので、そのよ

うな方向で進めていきたいと思います。

その上で、今回の高齢者事業団の関係についてです。

高齢者事業団では草刈り業務が大きな柱となっているということですけれども、ご存じ

のとおり、草刈りをするのはせいぜい４か月ぐらいの限られた時期であり、集中的に行っ

ているということがあります。そして、事業団で作業員をされている方も以前より人数が

少なくなっているとお聞きしておりましたし、非常にタイトなスケジュールの中で作業を

行っているということも伺っておりましたので、今後、事業団と協議を重ね、必要な場合

はお願いしますし、町でできる場合はやっていくことで進めていきたいと思っていますの

で、ご理解をお願いします。

○議長（落合俊雄君） ５番川村義春議員。

○５番（川村義春君） １１ページの固定資産税の二重計上の関係は分かりました。それ

を除いた固定資産の伸び率は推計されているということでした。でも、固定資産というの

は、課税客体がちゃんとあって、土地もあるし、家屋も課税客体があって、評価額の１０

０分の１．４という数字があるので、そんなに大きな誤差なく予算計上できるのではない

かなと思うのです。３年に１回の評価替えがありますけれども、その時期を除けば、安定

して予算計上できるのかなと思っていますので、それに留意した上で今後の予算計上に努

めていただければと思います。

次に、１５ページの地域公共交通の歳入についてです。

予算が２７４万円で、地方創生交付金と合わせればぴったりになると特定財源の内訳の

中で示されておりましたので、了解いたしました。

次に、不良空き家の除却対策についても的確なご説明をいただきましたので、了解です。

次に、５５ページの高齢者事業団の関係です。

副町長から補足の回答もありました。担当課長もよく聞いていたと思いますので、その

ように努めてください。予算化したものは執行するのが原則です。それはどの担当課長も

理解していると思いますけれども、そういうことでお願いいたしたいと思います。
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無理してやらなくてもいいものは途中で減額する、あるいは、当初から予算をつけず、

緊急の場合など、必要になったら、都度、補正をするということでいいと思うのです。本

当に大事なものなら専決処分というやり方もあるわけですから、そんなことも含め、予算

のつけ方については検討していただきたいと思います。

次に、６７ページのことについてですが、担当課長の説明と町長から将来の考え方につ

いてお聞きしましたので、そのように進めていただければなと思います。

５５億円が８４億円にもなる、それもガスだけでということでした。売電は無理として

も、ガスについても、今、これだけ建設資材や人件費が高騰しています。あとは農家の人

方の判断だという町長の答えですので、それを踏まえて対応していただければと思います。

次に、６９ページの合併浄化槽についてですが、こちらも了解いたしました。

未設置地区についてのＰＲを重ねてお願いいたします。

次に、７７ページの林業専用道についても了解です。

次に、８３ページの産業振興資金の貸付けについても了解しました。

次に、８７ページの産業振興資金貸付に要する経費についてです。

今年度は中止するということで水産加工業者から連絡があったといいますが、もしかし

たら来年度に要望される可能性があると捉えておいていいのですか、それだけ確認してお

きたいと思います。

すみませんが、聞き漏らしたものが２件ほどありました。

まず、９３ページの町道管理に要する経費のうち、委託料についてです。

町道除雪業務委託料で、当初予算４０００万円に対して、今回、５３００万円を追加し

て９３００万円になっているわけです。今回の５３００万円というのは、今まで降った雪

の中の費用として組み込まれているのでしょうか。月末までに５３００万円を使うわけで

はないのでしょう。実際のところ、５３００万円を加えて９３００万円として、今、どの

ぐらい予算が残っているのかです。今晩からまた大雪だという話で、明日いっぱい降る予

定ですから、それで除雪業者がばーと出たら、その１回の除雪で結構飛んでいくと思うの

です。それで専決処分で補正を組むということになる可能性があるのかどうかを心配して

います。

９３００万円のうち、どれぐらいの予算残が残っているのか、また、今後の見通しにつ

いてお聞かせをいただきたいと思います。

次に、９９ページの災害対策に要する経費のうち、公有財産購入費についてです。

説明では避難タワー建設用地２か所、仲の浜、新川ということで、金額も平米数も全部

分かっています。評価額も知っていますが、説明では購入年の変更ということでした。購

入年を後年度に延ばしたというのは、今年度中に購入した場合に補助金がつかない、ある

いは、起債がつかないということに絞られると思うのですが、その実情を説明してもらわ

ないと納得できないです。こうやって１３８７万１０００円の予算をつけておいて未執行

ですからね。
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これは緊防債などを当てにしているとは思うのだけれども、今年度の購入ではつかない

という話なのか、そういうことを押さえておく必要があるのではないか、ちゃんと説明し

てもらわなければ困りますので、来年度以降に変更する最たる理由についてお知らせをい

ただきたいです。

次に、１１７ページの給食センターのことについてです。

聞いていてメモが取れなかったけれども、五つの修繕があって、いずれも、今、緊急に

修理しなければ業務に支障が出るというようなことで押さえます。再質問もしませんが、

後でいいですから、資料としてください。

もう一点、忘れていました。

４１ページに戻って、戸籍住民登録事務に要する経費の中に旅券発行事務に要する経費

というものがありまして、普通旅費５万６０００円、皆減で未執行となっていますが、未

執行の理由です。

歳入の１９ページでは、３万９０００円の委託金、道費が入ってくることになっていま

す。実績がなくても道負担金の３万９０００円は入ってくるものなのですか。前にもらい

過ぎていたから今回はというような話とはまた違うと思うのですが、その説明をしていた

だければと思います。

釧路まで一々行かなくても地元でできるということですごく便利になっているのです。

大事な事務を町が代行してやっているものですし、受付をしたら釧路まで職員は必ず行っ

ているはずなのです。その旅費だと思いますが、その説明をしていただければと思います。

○議長（落合俊雄君） 答弁の前に川村議員に申し上げます。

今の２回目の再質問でありますが、４１ページの旅券発行事務並びに９３ページの町道

除雪業務委託料、加えて、９９ページの土地購入に関しては１回目の質問にはありません

でした。恐らく見落としたのだろうと思います。この件に関し、答弁ができるのであれば

お願いしますが、以後、十分に留意されるよう、よろしくお願いします。

○議長（落合俊雄君） 税務課長。

○税務課長（梅村純也君） 議員のおっしゃるとおり、見積りが甘かったということが大

きな要因です。

言い訳をさせていただきたいのですが、１月１日が固定資産の基準日なのですが、予算

要求をする時期との兼ね合いがありまして、どうしても過去３年間なりの平均の伸び率の

推計に頼らざるを得ないということがあります。今後はさらに精度を高めたいと思ってお

りますが、ご理解を願います。

○議長（落合俊雄君） 商工観光課長。

○商工観光課長（赤石俊行君） それでは、議案の８７ページの産業振興資金貸付金につ

いてお答えをいたします。

先ほども申し上げたとおり、今年度は大型冷蔵庫の購入は中止したということですけれ

ども、来年度に申し込むかといったら、そういう話にもなりませんでしたので、今のとこ
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ろ、見通しは立っていないということです。ただ、見通しが立ったら相談に来られるのか

なと思っております。

○議長（落合俊雄君） 建設課長。

○建設課長（川村則彦君） それでは、９１ページの町道管理に要する経費のうち、９３

ページの委託料、町道除雪業務委託料の５３００万円の補正についてご説明いたします。

補正時期が２月上旬ということで、１月末の実績と２月、３月を見込んでの予算編成と

なっており、当然、現在とは異なります。今回は、２月の速報値が出ておりますので、そ

れを反映した数字でご説明いたします。

２月末までの除雪費の合計が５０４０万５０８０円になっております。今回の補正が可

決されましたら、補正後の予算が９３００万円となりますので、残りは４２５９万４９２

０円となります。

通常といいますか、全車が出動したとき、１日９時間程度の作業をした場合、大体１２

００万円がかかります。それで割り返すと、全車出動で３．５日程度の回数分がまだ残っ

ていることになります。

○議長（落合俊雄君） 防災対策室長。

○防災対策室長（春日良太君） それでは、９９ページの土地購入について内容等を説明

させていただきます。

内容説明に当たり、歳入予算の説明を若干させていただきます。

令和６年度都市防災総合推進事業補助金は９９７０万円で予算計上をしております。そ

の金額の内訳は言いませんが、丸山散布の本工事分とタワー４基分の実施設計、当該土地

２か所の購入費で９９７０万円を要望しておりました。しかし、ご存じのとおり、国から

の補助金が当初８０％交付だったことから、土地購入を令和７年度に後ろ倒ししても計画

に遅れ等が生じないことから、令和６年度の土地購入を諦め、土地購入に当たる補助金の

全てを丸山散布の本工事分と実施設計分に充てました。そして、土地購入については、令

和７年度の補助申請で改めて申請することから、令和６年度は未執行、全額減としたとこ

ろです。

○議長（落合俊雄君） 住民環境課長。

○住民環境課長（細越圭一君） ４１ページの旅券発行事務に要する経費のうち、普通旅

費５万６０００円の減額についてご説明申し上げます。

札幌市での研修に行く予定で予算要求させていただいておりました。近年、マイナンバ

ーカードの更新、また、外国人登録の方が窓口に来られまして、日程が合わなかったこと

から、今回は欠席としまして、旅費全額を減としております。

次に、歳入の旅券発行事務委託金についてです。

予算額は２万５０００円、旅券発行事務をした実績が３万９１５０円であり、１万４１

５０円が増となったことから１万４０００円の増としております。なお、こちらは旅費を

使わなくても出ることになっておりますので、ご理解を願いたいと思います。
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○議長（落合俊雄君） ５番川村義春議員。

○５番（川村義春君） 今の９９ページの土地購入の関係ですが、土地所有者に関しては

了解を得た上で繰り越したということで理解していいですか。

１３８７万１０００円というのは土地購入費ですよね。仲の浜であれば幾ら、新川であ

れば幾らという予算の積み上げがこの額でしょうが、事前に土地所有者との交渉は終わっ

ているのでしょうか。購入を翌年度に繰り越してもと思ったので、それだけ伺っておきた

いと思います。

○議長（落合俊雄君） 防災対策室長。

○防災対策室長（春日良太君） 土地購入に関し、所有者との話合いについてです。

実際には、令和４年度もしくは５年度で土地を所有している方との話はあらかじめ済ん

でおりますが、現状、令和６年度に購入する予定だったものが７年度になりますというこ

とは土地所有者にはまだ申し上げておりません。

その理由ですが、不動産鑑定士を入れ、土地の金額が出たのが２月末日だったからです。

この後、確定的な数字を示し、新年度に入ったら契約のほうと所有者とで協議しようと考

えております。

○議長（落合俊雄君） ９番成田良雄議員。

○９番（成田良雄君） それでは、４点ほど質問をします。

歳入の１３ページの負担金の一時預かり保育料についてです。

２４万６０００円減額されております。当初予算は３６万円、収入は１１万４０００円

ということで、結果として実績があるということですが、散布保育所と茶内保育所につい

て、何名で、何回利用をされたか、ご説明を願いたいと思います。

次に、歳入の２１ページのふるさと納税（企業版）についてです。

２４１０万円の企業からのふるさと納税があったということですが、その内容を説明し

てもらいたいと思います。説明では１１企業とありましたけれども、その１１企業の業種

並びに地域をご答弁願いたいと思います。

次に、６３ページの健康促進特別対策費の検診等助成についてです。

母子保健に要する経費で、当初予算３４５万５０００円のところ、減額して１４０万円

ということでありますけれども、利用された件数とどのような内容だったか、説明を願い

ます。

最後に、９１ページの商工費の建築行政に要する経費についてです。

補助金が三つあり、耐震改修費補助が６０万円の減額です。当初予算でも６０万円を計

上しましたけれども、結局、利用されていなかったということですね。

そして、安心住まいる促進事業助成金ですが、当初予算５００万円のところ、１５０万

円増ということですが、その利用内容についてお願いします。

また、民間賃貸住宅は、当初予算１８００万円でしたけれども、６００万円減額という

ことです。その利用状況と減額の理由をご答弁願いたいと思います。
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○議長（落合俊雄君） 答弁する前にお聞きしますが、成田議員、３点目は何ページです

か。

○９番（成田良雄君） ６３ページの母子保健に要する経費のうち、扶助費の検診等助成

です。当初予算３４５万５０００円で減額が１４０万円ということですが、利用状況につ

いてよろしくお願いしたいと思います。

○議長（落合俊雄君） 保育所長。

○保育所長（中山和生君） それでは、歳入の１３ページの一時預かり保育料についてご

説明いたします。

第２期子ども・子育て支援計画の計画に基づき、６００人の利用想定で当初予算を計上

しておりましたが、今年度実績に基づき減額となりました。

今年度の利用についてですけれども、たしか人数は７人だったと把握しております。２

月末までで延べ８０人の利用があり、今のところの予約状況を見ますと、３月末で延べ９

４人になると想定しています。

昨年度までの実績ですが、一時預かりは、令和元年度が２６０人、令和２年度が３０６

人、令和３年度が２７０人、そして、コロナの影響もあって、令和４年度が８０人、令和

５年度が１１４人と落ち込んでおります。４年度、５年度については、コロナなど、感染

症の流行でキャンセルが相次ぐなど、数字が伸びない状況にありました。

今年度についても、感染症によるキャンセルはありますし、小さいお子様なので、当日

になってお子さんの体調不良によりキャンセルもあり、予約が埋まっていたにもかかわら

ず、利用に結びつかなかったケースも多々ございます。

なお、新年度予算では９４人を想定して計上しているところです。

○議長（落合俊雄君） 企画財政課長。

○企画財政課長（渡部幸平君） それでは、２１ページの歳入のふるさと納税（企業版）

の１１企業からの寄附の関係でお答えいたします。

企業名は申せませんが、主な企業は本町と関わりのあるふるさと納税関連の企業、庁舎

建設に関連する企業です。

会社の所在地を申しますが、東京都に本社がある企業が４社、札幌市に本社がある企業

が４社、釧路市の企業が１社、神奈川県の企業が１社、中標津の企業、合わせて１１社よ

り２４２０万円の寄附を本年度に受納しております。

○議長（落合俊雄君） 健康福祉課長。

○健康福祉課長（渡部直人君） 衛生費の６３ページの母子保健要する経費の１９節扶助

費の検診等助成についてです。

大まかに言いますと、妊産婦の出産数の減が大きな要因になります。その内容は、償還

払いの部分になりますけれども、妊産婦健診、産婦健診等です。そのほか、この中に交通

費の助成が入っておりますが、出生数の減による分の減少が大きいです。当初は４０件と

見ていましたけれども、実際はそこまでいっておりませんし、出生数も２０人台となって
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おりまして、減になっております。

そして、不妊治療の助成は、交通費等を含め、昨年度から拡大しております。札幌等で

の不妊治療の助成の分は、当初、１２３万６０００円の予算で組んでいたのですけれども、

最終的には８０万円程度になるのではないかということで、それで４０万円ぐらいの残が

出ます。また、交通費も１２０万円の予算を設定しておりましたけれども、出生数の減で

６４万円ぐらいでありまして、その差額で５６万円ぐらいの減となっております。

○議長（落合俊雄君） 建設課長。

○建設課長（川村則彦君） ９１ページの建築行政に要する経費の補助金の３本について

説明いたします。

まず、既存住宅耐震改修費補助ですが、残念ながら今年度も実績がございませんでした

ので、全額を減額としております。

昨年度の３月定例会において、周知方法等についてアドバイスをいただきまして、ホー

ムページでの周知や固定資産税の納付書への折り込みなどに加え、今年５月に行われた自

治会連合会の総会で、町内会長に対し、もしそういう会の集まりがある際には説明等をし

ますという周知もさせていただいたところですが、それでも実績はありませんでした。

来年度、耐震改修の促進計画の見直しがありますけれども、その中で、再度、無料耐震

診断のほか、この制度についてもう一度見直しといいますか、どうやったら使っていただ

けるのであろうかも協議してまいりたいと思っております。

次に、安心住まいる促進事業助成金１５０万円の追加補正ですが、実績の増ということ

です。２月末現在ですが、７７件の申請がございました。前年度同時期は５８件でしたの

で、かなりの申請増となっております。

５８３万８０００円が事業の実績額です。ピリカ金券を交付しておりまして、その仕様

に応じての事業者からの換金となります。既に予算編成から１か月ほどがたっております

けれども、現在、既に執行額が５９７万９０００円となっており、今回の補正を合わせて

も残り５０万円程度となる状況です。

次に、民間賃貸住宅等建設促進助成金です。こちらは今年度から目玉として実施した事

業ですけれども、結果的には町内１法人の実績がございました。通常のアパート、賃貸住

宅１棟１２戸で、間取りは１ＬＤＫとなりますが、上限の限度額１２００万円に以上にな

ったことから１２００万円の交付となっております。ただ、この１件だけで、残りの６０

０万円は未執行ということで減額になっております。

○議長（落合俊雄君） ９番成田良雄議員。

○９番（成田良雄君） １３ページの一時保育所のことについてです。

今年度は９４名ということでした。今までは２００名から３００名が利用されておりま

したけれども、減の要因はコロナ禍やインフルエンザなりということでした。今後も、利

用されていた２００名から３００名の頃に向け、どうか利用促進をしてもらいたいと思い

ます。
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そのために保育士の確保が大事ですけれども、当時、多くの方が利用した頃ほどの保育

士を確保できるのか、今どのような体制でいるのか、また、希望した日は、１００％、利

用されているのか、ご答弁を願いたいと思います。

次に、２１ページのふるさと納税（企業版）についてです。

２４１０万円ほどが寄附されたとのことで、本当にありがたいことだと思います。その

財源を今後どのようなものに充当していくのか、その点だけご答弁をお願いしたいと思い

ます。

次に、６３ページのことは了解しました。

次に、９１ページのことですけれども、ほとんど了解しました。ただ、耐震診断の促進

に努めていくことが大事かなと思います。今年度も診断補助ゼロということですけれども、

今後は見直すと言っていましたし、しっかりと見回りなどをして、候補住宅をもし見つけ

られたら、一人でも多くの命を救うためにも利用してはどうかと勧奨するのも手段かなと

思います。今、千島海溝型の大地震が到来すると言われております。担当課として、どう

したら一人でも多くの人に耐震診断をしてもらい、安全な住宅に住んでいただけるか、今

後検討していってもらいたいと思いますので、ご答弁をお願いしたいと思います。

○議長（落合俊雄君） 保育所長、１回目の答弁漏れも含めて答弁をお願いします。

○保育所長（中山和生君） すみません、答弁漏れがございました。

今、正確な数字を持っていないのですけれども、今まで、８０回利用がある中、５０回

ほどが霧多布保育所、３０回ほどが茶内保育所と把握しています。

次に、希望どおり一時預かり保育を使えているかですけれども、今利用されている方の

うち、１人は仕事の関係で毎週金曜日に使われています。残りの方は、リフレッシュ、い

わゆる育児負担軽減ということで、来月は３回ぐらい使わせてもらえないか、４回ぐらい

使いたいのですというような申込みがあります。ただ、この日は病院なので、入れてほし

いのですというようなこともあり、逆に言うと調整がしやすいような状況になっておりま

して、希望どおり使えている状況と把握しております。

次に、保育士の確保についてです。今後、一時預かり保育が伸びていくと思っているの

ですけれども、そうなったとき、ほかの保育士とも調整し、今後のニーズに合わせながら

確保していかなければならないと考えています。

○議長（落合俊雄君） 企画財政課長。

○企画財政課長（渡部幸平君） ふるさと納税（企業版）の再質問をお答えいたします。

今年度に寄附していただいたものをどのように使おうと考えているかですが、新年度予

算で出てまいりますふれあい交流公園の設計を実施する予定です。その設計の後に公園を

整備することになるのですが、その公園整備に向けてふるさと納税（企業版）を使いたい

と考えているところです。

令和６年度に２４２０万円という寄附をいただきましたが、引き続き寄附を多く受けら

れるような取組をしてまいりたいと考えております。
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○議長（落合俊雄君） 建設課長。

○建設課長（川村則彦君） 既存住宅耐震改修費の補助の再質問についてお答えいたしま

す。

今年度も補助金の実績がないわけでありますけれども、先ほどもご答弁申し上げたとお

り、次年度に耐震改修の促進計画の見直しを予定しております。現在、第２次計画ですけ

れども、令和８年度からは第３期計画として位置づけられます。その策定に当たって、耐

震化率向上の取組に向けた何かいい施策を協議し、少しでも耐震化率のアップにつなげら

れるように対応したいと思っておりますので、ご理解を願います。

○議長（落合俊雄君） ７番渡部貴士議員。

○７番（渡部貴士君） １点お尋ねします。

３３ページの地域振興に要する経費のうち、需用費、修繕料についてです。

お試し住宅のウォシュレットと最初に説明があったかと思うのですが、その機器につい

て確認します。また、取替えということでしたが、利用頻度が多かったから取替えなのか、

購入から何年という仕様での取替えなのかです。要は、利用者数といいますか、宿泊数と

いいますか、どれぐらいで取替えをすることになったのか、そして、これは電気機器です

けれども、次年度以降、家電等を含め、何かを取り替える計画があるのか、ご質問させて

いただきます。

○議長（落合俊雄君） 企画財政課長。

○企画財政課長（渡部幸平君） お試し住宅の修繕料の関係のご質問にお答えいたします。

お試し住宅の修繕料９万８０００円ですけれども、実は、９月補正でウォシュレットの

便座を交換するという予算を上げさせていただきまして、今回、再度の交換となります。

このことは大変申し訳ないと思っております。

前回の取替えの原因ですが、前年度の冬期に入居されていた方がいまして、その方が出

られた後、便座の中に残った水が凍結していたことだと我々は判断しております。ただ、

今年６月に新しい方を迎えるに当たって、それが分かったものですから、修繕をさせてい

ただくため、補正をしたという経過があります。

その上で、再発防止についてです。ウォシュレットといいますか、便座の水抜きができ

るということが調査して分かりました。１１月まで入居された方がいましたので、その方

が出られた後、水抜きを実際にやってみて、対応していたのですが、本年１月２４日に入

居がありまして、それから１週間ぐらいしたとき、トイレの水漏れがあるという連絡があ

り、業者と一緒に訪問しました。水漏れは立ち上がりの配管からのものだと判明し、その

場で修繕したのですけれども、そのとき、その入居者の方からウォシュレットも出なくな

ってしまいましたという報告があり、併せて調査しました。

診断結果としては凍結が原因ではあったのですが、それは、水抜きの問題ではなく、ト

イレの断熱性の問題だと業者からありました。要するに、日常的に使っていても、断熱性

がなく、日中や冬季のどこかで凍ってしまうということでした。入居者も、トイレやお風
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呂が北側にあり、特に冷えるのだと言っておりまして、業者と対応策を考えました。そし

て、すぐにパネルヒーターを近くのお店から買ってきまして設置しました。住宅は断熱性

が低いものの、トイレ内の温度を保つ措置により、今後、ウォシュレットの凍結を起こさ

ないようにしたところです。その後は、修繕から１か月以上がたちますけれども、問題な

く過ごされているという状況です。

なお、金額は、その便座の交換費用と併せ、水漏れの修理費用です。

また、実績ですが、令和６年度で申しますと、６組、延べ１１人の方が来て、１８３日、

お試し住宅にて過ごされております。今後、老朽によるものの取替えがなければ特段の修

繕は考えておりませんし、入居されている方からトイレ以外についても十分快適に過ごさ

れているという意見もいただいております。

○議長（落合俊雄君） ６番田甫哲朗議員。

○６番（田甫哲朗君） まずは、２１ページの歳入の雑入についてです。

公益財団法人北海道市町村振興協会市町村交付金２２６万２０００円の充当された事業

を探せなかったので、示していただきたいと思います。

次に、２７ページの庁舎管理に要する経費の修繕料についてです。

先ほどの説明では警備員室のエアコンという話だったかなと思うのですけれども、そも

そも、庁舎全体の空調が警備員室は除かれているのでしょうか。なぜそうなったのかとい

うことも含めてお伺いします。当初から警備員室は庁舎の設計の中に入っていたものだと

思うのですけれども、空調はそこだけがなかったということなのか、経緯を説明していた

だきたいと思います。

次に、その下の一般行政に要する経費の修繕料５８万２０００円についてです。

要は、浜中町が所有する防犯灯といいますか、街灯に係る修繕料ということだったので

すけれども、多くは町内会、自治会で独自に設置し、管理しているものだと思うのです。

その中で町所有はどれくらいの灯数があるのか、個別に分かるのであれば、地域別に説明

をお願いいたします。

次に、２９ページのふるさと納税についてです。

歳出のところで聞こうかなと思っていたのですけれども、先ほどの歳入のほうで質問が

あって、説明がされました。１１社ということで、協力を結構いただけたなと思っており

ます。

町と関係のある企業は多々あるかと思うのですが、それが４件ですね。そして、庁舎建

設に関わった業者が４件というような説明だったかなと思います。これはたしか時限があ

る制度だったかなと思うのですけれども、来年度も継続できるという話が国からあったの

かどうかも含め、説明していただきたいと思います。

なお、会社関係のほうは結構です。

次に、３３ページの先ほどもありました功労者表彰についてです。

聞いてもどうも理解ができなかったです。当然、対象となる方は年度当初で把握できま



- 52 -

すよね。以前に質問した中で、そこから漏れていた方について対処するということで、３

号補正で１０２万３０００円が組まれたと思うのです。今回の減額は、拾い切れなかった

といったら変かもしれませんけれども、当初見込んでいたよりも実際は少なかったことに

よる減額だという理解でいいのでしょうか。当初予算１２３万８０００円についてはほぼ

間違いはないと思うのですけれども、その説明をもう一度お願いいたします。

次に、３９ページのふれあい交流・保養センターに要する経費の１万円の減についてで

す。

たしか、６号補正で洗濯機の備品として購入するとの話があり、その執行残かなと思う

のですけれども、６号補正で提案があった揚湯ポンプについての減額も何もないというこ

とは、当然、予算どおり執行され、解決したものかなと理解します。要は、揚湯管のクレ

ーンを使った修繕の結果及び原因の究明、あわせて、せっかく抜いたものであるので、再

発防止の方法があるのであれば業者と相談するというようなお話もあったと思うのですけ

れども、その経緯を説明してください。

次に、５９ページのその他児童福祉に要する経費のうち、委託料の子ども・子育て支援

事業計画策定委託料１万１０００円の減についてです。

たしか、これは２年目で、今年度に計画書が作成されると思うのですけれども、第３期

計画の納入時期についてです。また、これに当たってはパブリックコメントを実施してい

たと思うのですけれども、パブリックコメントで寄せられたご意見の件数、あるいは、そ

れに対する行政としての回答方法をお知らせください。

次に、６３ページの感染症対策に要する経費のうち、予防接種委託料１３００万円の減

についてです。

当初予算で１９３７万２０００円、補正１号で２７万８０００円の増、３号補正で１３

３８万１０００円の増、そして、今回は減額補正ということです。想像するに３号補正の

１３３８万１０００円はコロナワクチン接種に関わるものだと思うのですけれども、減額

の主な要因を示していただきたいと思います。

なお、診療所会計の医薬材料費でも９００万円くらいの減額があったと思います。これ

もコロナに関わるものかなと想像するのですけれども、併せて答弁をいただければと思い

ます。

次に、６７ページの環境政策に要する経費のうち、バイオマスプラントについてです。

先ほど５番議員からもお尋ねがありました。本当に想像を絶する値上がりで、とても当

初の予定どおりの事業が難しいというのは重々承知しております。問題は、今進めている

ガスとしての発電ではなく、ガスとしての事業化が果たして可能なものかどうかをいつの

段階で示せるのかです。それがある程度見えてこないと農家の参入意向も見えてこないで

しょう。この協議会には農協も入っているので、農協も含め、これについて真剣に協議を

進め、仮に事業化が難しいのであれば、いつまでも引きずらず、きちんと判断する必要が

あるかなと思いますが、いつ頃を考えておられるのか、答弁をいただければと思います。
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次に、８１ページの生物多様性の保全に要する経費のうち、造林事業委託料と事業用原

材料についてです。

共に減額になっておりますが、当初予算では造林事業委託料が１６５万６０００円、事

業用原材料が１６１万２０００円と、３分の１ぐらいの減額補正となっております。要は、

広葉樹を植えて森を再生させる事業かなと思うのですけれども、今回、減額になった要因

についてです。事業用原材料については、たしか、苗を植えた後の鹿柵の材料とすると理

解しているのですけれども、事業が縮小された要因を示してください。

次に、同じページの水産振興に要する経費のうち、負担金についてです。

まず、釧路管内栽培漁業推進協議会負担金１万円の減ですが、昨年度も１万円を当初計

上されていたのに皆減で、今回も皆減ということであります。これは必要になっての負担

金と理解しているのですけれども、いきさつを説明していただきたいです。

また、その下の水産資源環境整備事業負担金４５０万円の減額についてです。これは、

散布のアサリ礁に係る道の事業だと思うのです。単純に道の予算の関係で事業が縮小にな

ったのか、それとも、予定どおりの事業量だったけれども、事業費が思ったほどかからな

かったと考えればいいのか、どちらなのかを示してください。

さらに、その下の過誤納還付金及び返還金９万６０００円についてです。ここではそう

見受けられない項目かなと思います。９万６０００円の増額になっているということは、

町から９万６０００円をどこかに返還するということになるかと思うのですけれども、そ

の経緯を説明ください。

次に、８３ページの同じく漁業のことですが、後継者就業交付金についてです。

これは、１名分の減かなと思います。当初予算は１５０万円で、そのときの説明では継

続する方が４名というメモ書きがありました。新規の場合は見込み予定ということもある

のですけれども、継続４名の中で１名減になった要因です。そんなに詳しいものは要りま

せんけれども、説明をいただければと思います。

次に、９５ページの町営住宅整備に要する経費のうち、移転補償費１１２万７０００円

の減についてです。

これは、茶内団地の改修に伴う移転補償費だったかなと思います。当初予算では２６８

万８０００円でしたが、今回、ほぼ半額分の減額になっています。移転補償費というもの

は、多分、修理する住宅から、一旦、別なところに移ってください、そして、はい、直り

ました、戻りますといったときに改めて出るのかなと勝手に想像しています。要は、往復

分を一気に出すのではないものかなと理解しているのですけれども、減額になったのには

どういう要因があったのでしょうか。

また、改修工事中は新しくできた住宅に移っていただいておりました。１棟８戸ですけ

れども、何戸が戻られたのかも含めて説明をいただきたいです。当然、新しいところです

し、快適ですから、そこにずっといるという方も中にはいるかと思うのです。でも、そう

なった場合、当然、元の改修済みのところに移るより住宅料は高くなると思うのですけれ
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ども、残られる方がもしいたとしたら、それも十分に承知した上で残られたのかどうかも

含め、説明ください。

次に、９７ページの災害対策に要する経費のうち、先ほどもありました公有財産購入費

についてです。

要は、令和７年度に事業を行うようスライドしたということは理解いたしました。しか

し、これを計上されたとき、役務費として用地取得に係る手数料２７万５０００円とのメ

モ書きがあるのですね。今回、ここに手数料の減額がないのはなぜか、僕の聞き間違いで

あったのか、だとしたら、２７万５０００円という手数料は何だったのかも含め、説明く

ださい。

最後に、９９ページの先ほどもありましたコミュニティ・スクールについてです。

当初１７０万円が予算措置されていて、今回、１３０万円の減ということです。いわゆ

るコミスクの活動は各学校において異なるものなのだろうと思うのですけれども、実際の

活動の範囲といいますか、ある方に聞いた限りでは、学校運営協議会というものは、あく

までも学校の運営を手助けするものであって、事業等が学校側から示されなければ勝手に

動けるものでもないというような趣旨のことを言っていたのです。できた経緯が国の事業

だからであって、進めるに当たってかなりばたばた感があったものだったということは分

かっているのですけれども、実際のところはどうなのでしょうか。学校側から提案があっ

たことに対するものだけなのか、あるいは、コミスク側から提案なり助言なり要望なりと

いいますか、例えば、地域や保護者の声を学校側へ伝えるという役割も担えるのかどうか

も含め、答弁をいただきたいと思います。

○議長（落合俊雄君） 質問が多岐にわたりますので、この際、暫時休憩します。

（休憩 午後 ３時００分）

（再開 午後 ３時３０分）

○議長（落合俊雄君） 休憩前に引き続き、会議を開きます。

議案第１２号の質疑を続けます。

企画財政課長。

○企画財政課長（渡部幸平君） それでは、議案の２１ページの雑入の公益財団法人北海

道市町村振興協会市町村交付金のご質問にお答えいたします。

この交付金については宝くじ市町村交付金ということで説明をしておりますが、従来、

宝くじ市町村交付金は財源充当しておりませんので、一般財源として扱ってきました。

また、２９ページのふるさと納税に要する経費の企業版ふるさと納税の関係についてで

す。

従来は令和６年度が期限となっておりましたが、昨年８月になりますが、正式に内閣府

より３年延長となりました。

○議長（落合俊雄君） 総務課長。

○総務課長（佐々木武志君） ２７ページの庁舎管理に要する経費の１０節需用費、修繕
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料に関するご質問にお答えをいたします。

本庁舎警備室のエアコン修繕となりますが、運用当初から警備室だけエアコンについて

は単独となっておりました。

経緯ですけれども、１２月末に制御基盤、ファンモーター、プロペラの破損により、エ

アコンが動かなくなっておりました。そのため、基盤の納入とファンモーター、プロペラ

の交換を行うところですけれども、まだ基盤は届いておらず、今のところ、パネルヒータ

ーで一時的な対応をさせていただいております。

ちなみに、警備室のエアコン修繕については、２９万１５００円という補正の要求額と

なっております。

続きまして、その他一般行政に要する経費のうち、１０節需用費の修繕料に関わっての

街灯数のご質問にお答えをいたします。

現在、町が管理している街灯数は２９９基となっております。内訳ですけれども、大き

く分けて、まず、霧多布市街地区が５９基、その他海岸地域が１３５基、茶内市街が５７

基、その他農村地域全てを含めて４８基、合わせて計２９９基の所有となっています。

続きまして、３３ページの町功労者表彰等に要する経費に関わってのご質問にお答えを

させていただきます。

９月定例会で補正をさせていただきました追加分ですけれども、８０歳到達の在住５０

年未満の方々で、空白期間等があった方々も含め、対象者は５７名、今回対象となった方

は１２名となります。

○議長（落合俊雄君） 商工観光課長。

○商工観光課長（赤石俊行君） それでは、議案の３９ページのふれあい交流・保養セン

ター管理運営に要する経費についてお答えをいたします。

１７節備品購入費の１万円の減額については、霧多布温泉ゆうゆの洗濯機の購入に係る

もので、１８万円の予算に対し、１６万９８４０円ということでしたので、１万円を減額

するものです。

それと関連しまして、ゆうゆの現在工事に取りかかっている揚湯管の状況についてです。

こちらは１２月議会で議決をいただき、対応させていただいているところです。先月、

２月１２日から１４日の間に作業を入りまして、源泉がくみ上げられない原因となってお

りました管内に詰まっていた異物を取り除くことができまして、今回、発注に係る作業は

無事に終了しました。

なお、こちらは昨年の電気保安協会の点検で一時停電させたことによって引き起こった

ものです。ただ、毎年点検するものですから、再発防止策について整備業者に相談をずっ

としていたのですけれども、現在の技術では、何らかのものをつければこういったことに

はならないという部品はないということでした。

強いて言えば、あまり長い間、停電をさせない、早く作業し、なるべく短い時間の停電

時間にしてほしいということがございました。そこで、今年の電気保安協会の点検の際に
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は、保安協会に対し、なるべく長い間、止めないようにしてほしいとの相談をしたいと思

っております。

その上で、現在の状況をお話しさせていただきます。

このたび管が通りましたので、再復旧できました。その上で、改めて機械を作動させよ

うとしたところ、この事態が発生した時点である昨年１２月では何ら問題なく作動してい

た揚湯管を動かすモーターが回らないという状況になりました。そこで、大至急、原因を

調査すべく技術者を要請し、原因究明に当たっていただいたところです。

その結果、はっきりとした原因は不明でしたが、モーターが回らないのは、モーターそ

のものの不具合、もしくは、モーターに送電する制御盤に問題があるというところまで絞

りました。その後もいろいろと検査したところ、制御盤内のインバーターという機械に不

具合が見つかりまして、モーターを回すために必要な安定した電力を提供できず、モータ

ーを回すことができないという診断結果となりました。

通常、制御盤の耐用年数については７年から１０年程度と言われている中、今まで２５

年以上何もなく使われていました。そういったこともあり、経年劣化と言っていいのでは

ないかという見方をしているところです。

現在は、制御盤の修繕に係る費用や工事はどのくらいまでかかるかの報告を待っている

ところですが、もろもろの詳細が分かり次第、修繕に係る費用等、改めて議員の皆様には

ご報告、ご相談をさせていただきたいと考えておりますので、ご承知おきをいただきたい

と思います。

○議長（落合俊雄君） 健康福祉課長。

○健康福祉課長（渡部直人君） それでは、答弁をさせていただきます。

民生費、５９ページのその他児童福祉に要する経費のうち、１２節委託料、子ども・子

育て支援事業計画策定委託料１万１０００円の減です。

これは入札による減ということで、最終的に２８６万円となっております。

第３期子ども・子育て事業計画については、令和５年度にアンケート調査を実施し、今

年度に第２期計画の進捗状況や町の課題等を整理し、各事業でこれから必要となるもの、

需要の目標数値等を整理した上で、保護者等も入っている子ども・子育て会議で協議をし

ていただいております。

その後、パブリックコメントを２月１３日から２月２５日まで実施しました。この実績

ですが、一般の方からは２件ありました。１件は、団体といいますか、有志一同となって

いますので、２件と考えております。

その内容は、みんなの居場所、子ども等の居場所に対しての要望、また、農業者トレー

ニングセンター等を含め、住民の触れ合いの場の創設、活用について、さらに、児童クラ

ブの送迎支援についてでした。

そして、それに対する回答ですが、３月１７日に最後の子ども・子育て会議を実施する

予定で、パブコメの内容等も含めてお示しする予定です。内容が要望等でしたので、今後
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の第３期計画というより、令和７年度、８年度以降に取り組まねばならないことも含めて

の協議の中でこういう意見がありましたということで整理し、最終的には支援計画をつく

り上げ、その場で確認してもらおうと考えております。

納期は３月中ですが、３月下旬前には納入になるという想定になっておりますので、遅

くとも４月には関係者の方々には配れるかなと思っております。

なお、パブコメとは別になりますが、霧多布高校の１学年の生涯学習の一つである浜中

学の取組の中で、浜中町の教育福祉をテーマに、浜中町の第３期子ども・子育て支援計画

に関し、保育所、医療、子どもの遊ぶ場所、子育て施設の４グループに分かれ話し合って

おり、子育て支援に対する提案をいただいています。担当者が計画の内容を説明し、霧高

生を対象にパブコメをやったという捉えですが、それも含めて子ども・子育て会議でお示

しをさせていただき、３月１７日に会議後にホームページ等でその内容と浜中町の考えを

公表する予定です。

次に、６３ページの衛生費の感染対策に要する経費のうち、１２節委託料、予防接種委

託料１３００万円の減についてです。

かなり大きな額ですけれども、議員のおっしゃるとおり、これは９月に補正しましたコ

ロナワクチン予防接種の大幅な減となります。

当初は９月に１７９６人の５６％の１００６人を見込んでおりましたが、実際の最終見

込みが１月末で２７０人程度ということで、９５７万５０００円の減となっております。

そのほかの感染症予防の接種料の減もあり、日本脳炎の分が１０６万円、ヒブワクチン

の分が１０６万５０００円、ロタの分が４６万７０００円になっています。逆に、子宮頸

がんのほうは、当初予算４７５万２０００円で科目別に組んでいたけれども、この分は４

０万円ぐらい受診が多くなっております。このほかの予防接種もありますけれども、想定

上は１３００万円の減であり、合計で最終的には１９５１万３０００円となります。

○議長（落合俊雄君） 診療所事務長。

○診療所事務長（中山正教君） 診療所会計、ワクチン購入に関連しているのではという

ことでありましたので、お答えをさせていただきます。

昨年の１２月議会で、新型コロナワクチン接種に伴うワクチン購入費を対象者１７９６

人、健康福祉課に合わせ、接種率５６％、診療所ではワクチンを１０００人分、１２１０

万円の計上をさせていただきました。

年度末に向けて精査を行ったところ、接種済み者が２１３人でストップしておりました

ので、その差額分の約９５０万円と診療所歳入の予防接種料も減額しております。

２１３人ですので、接種率は約１１．９％ですが、今回、個別申込みによる事業として

は初めてでしたので、予算調整が大変難しくなってしまいましたが、今後は、接種率の精

度等を高め、やっていきたいと思います。

○議長（落合俊雄君） 住民環境課長。

○住民環境課長（細越圭一君） ６７ページの環境政策に要する経費のうち、委託料、バ
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イオマスプラント建設意向調査委託料の減額についてご説明申し上げます。

ご質問にありましたバイオメタンの利用に関することになりますが、令和６年６月より

バイオメタン利用に関する検討会を開催してきております。当初は、１２月で一定程度の

事業の在り方について結論を出す予定でしたが、施設設置基本の積算、また、ガスをどの

ように製造するかの議論に時間がかかりまして、３月末をもって結論を出すことになって

おります。

本町を含む関係６者で検討を重ねてきておりますが、一定程度の費用がかかり、バイオ

メタンを製造するとガスの価格はどれくらいになるかも一定程度出ておりまして、基本的

に考えている集中型でふん尿を集めて２か所でやるとなりますと、ガスの価格はかなり高

額になるということです。３月２７日に最後の検討会がありまして、その後、それぞれが

この案件を持ち帰り、事業にできるものかどうかも含め、結論を出す予定です。

そして、議員の方にどのようにお示しするかですが、６月の議会の全員協議会のときに

お示ししたいと思っているところです。

○議長（落合俊雄君） 農林課長。

○農林課長（渡邊馨君） ８１ページの生物多様性の保全に要する経費のうち、上段の委

託料の減額についてご説明いたします。

広葉樹を１ヘクタール植える予定でしたが、１ヘクタールではなく、０．６ヘクタール

にしたため、それに伴う委託料の減となります。なお、こちらには鹿柵の設置費も含まれ

ておりますので、その減額もあります。

下段の事業用原材料についてです。鹿柵の設置料は委託料で入っていますけれども、町

の事業をやっているものとＮＰＯ法人シマフクロウ・エイドの事業の２本立てで、それら

を合わせ、当初予算１６１万２０００円だったものの、実績が１０５万８１４５円となり、

このたび５万５３００円の減額補正としております。

○議長（落合俊雄君） 水産課長。

○水産課長（東海林圭太君） それでは、８１ページの水産振興に要する経費のうち、負

担金、補助及び交付金の釧路管内栽培漁業推進協議会負担金についてお答えをさせていた

だきます。

議員から昨年度も全部を減額しているとありましたが、この協議会は、釧路市、釧路町、

厚岸町、白糠町、浜中町の５市町、そして、それに係る８漁協が構成員となっておりまし

て、主にマツカワの放流事業を行っております。本町においては、両漁業組合が行うもの

に対し、町として産業振興奨励補助で２分の１の補助をしておりますけれども、そういっ

た事業の大元の協議会ということであります。

マツカワの事業については購入費で賄われておりますが、それ以外の負担金の１万円に

ついて、研修会などの計画はありますが、令和２年度からコロナの関係で総会が書面開催

となっておりまして、令和２年度から支出をしておりません。

なお、令和６年度、令和７年度においても、そのような状況になりそうか、事務局に確
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認しましたところ、総会の書類の中では１万円の負担金を取るということで取っているの

ですが、請求時には繰越金で賄えることから請求しませんというような話をいただいてお

りまして、令和７年度も予算化しておりますが、事業が行われなければそのようなことに

なると思っております。

次に、水産資源環境整備事業負担金４５０万円の減額についてです。

この事業は、火散布沼の干潟の造成事業で、当初は１億１０００万円の事業費としてお

りました。しかし、事業費が６５００万円となりました。負担分は、事業費の１０％にな

りますから、１１００万円を当初は見込んでおりましたが、６５０万円ということで、４

５０万の減額になっております。

北海道から事業の削減があったのかについてですが、令和４年度にこの事業の実施設計

をしておりまして、３年間で事業を行うことになっております。北海道が事業主体になっ

ておりますが、地元負担があるもので、毎年度、どのぐらいやるかは、北海道、浜中町、

そして、事業主体である散布漁協とお話をしています。やはり、地元負担があるものです

から、特に漁協とどのぐらいの負担をするかという協議をさせていただいて、今年度は６

５００万円にするということを当初に決めました。

ちなみに、令和７年度は１億円でやることにしており、１０００万円の負担金をつけさ

せていただいておりますけれども、これについても令和７年度入りましたらまた協議する

ことになろうかと思います。

次に、過誤納還付金及び返還金についてです。

火散布アサリ礁整備事業に関わる地元負担額の還付金となりますが、令和５年度の水産

基盤整備事業において５年度末に６５０万円の支払いをしておりました。しかし、令和６

年１２月に北海道が事業費の確定を行い、総事業費６３０９万６０００円で確定となりま

した。地元負担は１０％になり、６０３万９６００円で確定しましたので、その差引き分

１９万４００円が道から還付されることとなりました。

なお、浜中町と散布漁協が５０％ずつ負担しておりますので、１９万４００円のうちの

２分の１を散布漁協に還付するということで上げさせていただいております。

水産事業所整備の地元負担については補助金として町が支出することになっております

けれども、その一つ上の水産振興対策事業補助で出しております。ただ、これは、一般財

源の補助ではなく、水産振興基金を活用した事業になります。本来、町が補助していれば

１９万円の還付金は町がいただくことになりますけれども、基金を活用しているというこ

とで、最終的には基金に戻します。ですから、受益者分担金をいただいているという性質

上、まずは散布漁協組合に９万５２００円を返し、来年度以降、積立てをしていただくと

き、水産業寄附金としていただき、最終的には基金に積み増しをすることになります。

次に、８３ページの後継者対策交付金の減額についてです。

令和３年度の申請者が２名いまして、その分の最終年度の１５万円が２名、また、令和

５年度の申請者の６０万円が２名で、合計１５０万円とさせていただきましたが、令和６
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年４月に申請者の親から後継者が釧路に転出したということでの辞退の申出がありました。

これは申請者から辞退の申込みをもらうということになっており、令和７年２月に会っ

て届出をいただいたという経過から、６年度分の支出６０万円を全て減額するということ

にしております。

○議長（落合俊雄君） 建設課長。

○建設課長（川村則彦君） ９５ページの町営住宅整備に要する経費の補償、補塡及び賠

償金の移転補償費のご質問についてお答えいたします。

こちらは、今年度に改修した茶内団地Ｓ６３の移転補償費となっており、入居される６

世帯分を見ております。編成時の単価２２万４０００円に６世帯の２回分、工事前と工事

後の移転分を見て、２６８万８０００円を計上しております。工事前に６名全ての方が移

転しておりますので、そのまま予算執行しております。ただ、単価は１０００円減となっ

ており、２２万３０００円となっております。

工事後の移転についてですが、６名のうち、１名は移転後に転出しました。その上で残

りの５名ですけれども、４名は、改修後のＳ６３には戻らず、仮移転先の茶内団地Ｒ０５

に住み続けるという回答をいただき、現在、そのようになっております。残りの１名はＳ

６３のほうに移転しております。

移転しなかった場合、当然、Ｒ０５は新築ですから住宅料が高いのです。所得によって

住宅料は変動しますけれども、月額で８０００円から１万円ぐらい高くなるということを

４名の方には理解していただいております。ただ、それでもＳ６３には戻らないという意

向でしたので、結果的に、工事前の６名に対し、工事後は１名となりまして、その執行残

について、今回、減額補正としたということです。

○議長（落合俊雄君） 防災対策室長。

○防災対策室長（春日良太君） それでは、９９ページの土地購入に関係した役務費、手

数料の状況を説明させていただきます。

まず、令和６年度当初予算において固定資産評価手数料を２７万５０００円計上してお

ります。この内容としては、当該土地２か所の不動産鑑定評価の依頼を不動産鑑定士に依

頼する依頼手数料と思ってください。実際に、令和６年度に不動産鑑定の評価依頼は計画

どおりに実施しております。そして、この不動産鑑定評価に係る業務の経費においては国

庫補助対象外となっていることから、令和６年度に実施しても何ら問題はないと考え、実

施しております。

ただし、当初、令和６年の早い段階で不動産鑑定を行い、結果が出次第、土地の所有者

と契約の協議する予定でしたが、不動産鑑定士から、不動産鑑定結果が出てから購入する

まで半年以上空けるのはあまりよろしくないので、直近にしたほうがいいですと言われま

して、今回は、昨年１１月６日に不動産鑑定評価の依頼し、本年２月２８日に結果が出ま

したので、３月の本定例会において補正等、新年度予算の承認をいただけましたら、その

後、速やかに所有者と実際の価格で協議し、令和７年４月の早い段階で契約の手続に向か
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おうと考えております。

○議長（落合俊雄君） 指導室長。

○指導室長（寺田順君） ９９ページの学校運営協議会、コミュニティ・スクールについ

てお答えします。

浜中町では、平成３０年度に霧多布小学校、令和元年度に全小・中学校に学校運営協議

会―コミュニティ・スクールを設置しました。小・中学校で連携し、霧多布地区、散布

地区、浜中地区、茶内地区の４地区に設置しております。

学校運営協議会制度導入の基本方針としまして、学校を応援し、地域の実情を踏まえた

特色ある学校づくりを目指し、学校支援に関する企画、立案について協議し、学校と地域

住民等との連携、協力を促進していきます。また、協議を踏まえた保護者、地域住民等に

よる学校支援の仕組みを構築し、活動の充実を図りますとあります。ＰＴＡの組織と違い

まして、コミスクの委員には、地域の方に参加していただき、また、年代も様々ですので、

地域の方の意見として、地域とともに学ぶ学校づくりとして参考となる意見をいただいて

おります。

学校側としては、学校の運営方針を承認していただくとともに、教育活動に関する意見

をいただきながら、必要に応じて学校と地域の連携を深める取組を、また、地域の方々か

らも意見をいただいて、学校支援ボランティアとして学校支援や環境整備、キャリア教育

等に関わっていただくことで子どもたちの学びをより豊かにする取組を進めております。

ですから、学校側からの提案だけでなく、地域、また、保護者からの意見をいただいて、

熟議の下に進めております。

○議長（落合俊雄君） ６番田甫哲朗議員。

○６番（田甫哲朗君） ２７ページの庁舎管理に要する経費は、建設当時から冷暖房つき

のエアコンで対応をしていたという答弁だったかなと理解したのですけれども、今回、そ

れが故障してしまったということですね。

僕も裏にあまり行ったことがないので、分からないのですけれども、当初から空調を別

にしたのにはどういう背景があったのでしょうか。例えば、コスト的なことなど、いろい

ろとあるのかなと思うのです。ただ、個別のエアコンであったとしても、故障するには早

過ぎないかというのが率直な感想です。保証期間がどれくらいかは分かりませんけれども、

庁舎ができて６年くらいでしたか、まだ間もないですよね。その中で故障してしまったと

いうことですが、ああいうものは１年くらいしか保証期間がないのでしょうか。そこで、

当初の設計段階で別にした理由とその考え方を伺わせてください。

次に、３９ページのゆうゆのことについてです。

五百数十万円をかけ、今回、異物を取り除き、揚湯管自体は復旧したけれども、今度は

蓋が回らない不具合が発生してしまったということでした。年数からたまたま故障の時期

が重なってしまったのかなと思うのですけれども、前回詰まっていたものというのは、異

物という表現でしたけれども、石なのか砂なのか、要は、経年で詰まったのか、また、今
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回、電源を止めて水が一旦下に落ちてしまった上での原因なのかです。

というのも、なぜかがある程度判明しないと、来年や再来年にそういう状況がまた起こ

り得る可能性が否定できないと思うのです。今のところ、再発防止策は業者も持ち合わせ

ていないということですね。ましてや、たしか、装置そのものが輸入物でしたよね。業者

がそういうのであれば仕方がないのかなと思うのですけれども、ここをボーリングした業

者だけではなく、同様のような事例がほかであるのであれば、本当に手だてがないのかど

うか、再度確認していただきたいと思います。

まず、インバーター制御盤が駄目だという調査結果が出たということでありました。そ

して、これから積算してという話でありますけれども、原因が分かって、ある程度の予算

額も出せたのであれば、専決をしてでも早急に対処すべきものではないのかなと思うので

す。いずれは議会へ予算計上があるのでしょうけれども、それまで待たずにやるべきでは

ないのかと思っていまして、その考え方を伺わせてください。

次に、子ども・子育て支援事業計画のことについてです。

パブコメに関しては、ある程度要約した質問・要望内容に加え、それに対する町側の考

えをホームページ上に載せるということでした。子ども・子育て会議に諮ってということ

でしたけれども、いつぐらいにホームページにアップされるのかだけお伝えください。

次に、９５ページの茶内団地のことについてです。

先ほどの説明を聞きますと、あそこはたしか１棟８戸で、改修後も１棟８戸だと思うの

ですけれども、お話を聞いていると、今、１戸にしか入居していないということでいいの

でしょうか。

あわせまして、今回、町広報と一緒に配られた募集のチラシでは、令和６年度改修済み

の今回改修できたところについては２戸という募集数だったかなと記憶しています。それ

で２戸しか空いてないのかなという思いでしたが、改修済みのところの入居戸数と今回募

集をかけている戸数を改めてお知らせください。

次に、９９ページのことついてです。

コミスク事業はなかなか難しいと思うのです。ただ、コミスク委員の方から聞いたとこ

ろ、先ほど言ったように、学校側からの提案を受けて協議をするという認識でおられまし

た。でも、先ほどの答弁ですと、そうではなく、地域や保護者からの提案も含め、積極的

に学校側と協議を進めていくのがコミュニティ・スクールの役割でもあるということを再

度徹底させる必要があるかなと思いますので、それについて答弁をいただきたいと思いま

す。

○議長（落合俊雄君） 総務課長。

○総務課長（佐々木武志君） ２７ページの修繕料、警備室のエアコン関係の再質問にお

答えをさせていただきます。

まず、本庁舎ですけれども、設計のときから警備室についてはあえて個別空調といいま

すか、エアコンは別につけたということは先ほどもお答えをさせていただきました。
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その理由ですけれども、新しい庁舎になってから警備員が常駐していますとともに、清

掃員等も日中に入っております。プラスして、勤務をしない土曜日や日曜日等は、基本、

職員はおりませんので、庁舎全体の温度は下げるのですけれども、警備員は常駐していま

すので、その場合は温度を上げなければならず、あえて別にしました。

次に、故障のサイクルといいますか、ちょっと早いのではないかというご指摘について

です。

今回、修繕をお願いするわけですけれども、故障原因の根っこがどこにあるのかを確認

したいと考えております。現在はパネルヒーターで対応させていただいているのですけれ

ども、今後に向けて、エアコンの稼働がしなくなる原因をしっかりと確認するよう努めて

いきたいと考えておりますので、ご理解をいただきたいと思います。

○議長（落合俊雄君） 商工観光課長。

○商工観光課長（赤石俊行君） ゆうゆの関係をお答えいたします。

揚湯管の中にどういったものが詰まっていたのかについてです。

砂や泥の塊が詰まっており、かっちりと固まっていました。専門用語ではスケール、ス

ライムという状態になるのですけれども、そういった感じでした。

ふだんは常に流れているので、固まることはないのですけれども、止まったときに固ま

ったものが一気に詰まってしまったということです。ただ、ここまでになった事例は業者

もあまり見たことがないということでした。

今は、そのような状態で水を沸かし、営業をしているところですけれども、金額など、

もろもろが分かり次第、一刻も早く復旧したいと思っています。

こういった事情の中でも来館していただいているお客さんがたくさんおり、本当に感謝

しています。大変ご不便をおかけしていますけれども、何とぞご理解をいただきたいと思

います。

○議長（落合俊雄君） 健康福祉課長。

○健康福祉課長（渡部直人君） それでは、再質問にお答えします。

５９ページの子ども・子育て支援事業計画のパブリックコメントの関係についてです。

３月１７日の最後の子ども・子育て会議の場で出された意見の概要と併せ、町の考え方

をお示しします。その後、原稿はできているため、うまくいけば、その日のうちにホーム

ページで公表しようと思っております。

内容として、要望、希望という表現も結構あるのですけれども、それも含めてホームペ

ージ上で公表するとパブコメのときにお知らせをしていまして、意見を出してくれた方々

へ直接回答するということはなく、あくまでもホームページ上で回答するということです。

○議長（落合俊雄君） 建設課長。

○建設課長（川村則彦君） ９５ページの町営住宅整備に要する経費の再質問にお答えい

たします。

１棟８戸のうち、１戸にしか入居していないのかということでしたが、現在のところ、
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１戸にしか入居しておらず、残り７戸は空いている状態です。

次に、今回の公募で２戸しか行っていない理由についてです。

実は、この住宅は、来年度に控えております茶内団地Ａ１０３の改修工事に当たって、

住まわれている方の仮移転先となっております。ＳＨ０３に今住まわれている方は５世帯

となっておりますので、その方の受皿として使用する予定ということです。ただ、その方

が元の住宅に戻れば、今、公募をかけていますけれども、応募される方がいなければ、結

果的にまた１世帯のみとなってしまいます。

なお、こちらは今年度に全面改修した住宅です。間取りは３ＬＤＫです。様々な制約の

ある中での改修となっておりますため、一つ一つの部屋自体は決して広くないのですけれ

ども、３ＬＤＫであるほか、対面キッチンにするなど、工夫を凝らした施工をしておりま

す。

今後、我々としましては、子育て世帯が応募してこられた際にはぜひお勧めしたい物件

ですので、引き続き募集を行いたいと思っておりますので、ご理解願います。

○議長（落合俊雄君） 教育長。

○教育長（佐藤健二君） ９９ページの学校運営協議会委員報酬についての再質問にお答

えいたします。

議員がお話しされたコミュニティ・スクールの本来の在り方ではないのではないだろう

か、今後はどう進めていくのですかというご質問だったと思うのですけれども、私も、運

営協議会の委員の方とお話ししましたところ、運営協議会の理念は理解できても、学校の

具体的な目指すところが見えてこない、そして、実際に自分が何に取り組んでいいのかよ

く分からない、ちょっと戸惑うのですという声を聞きました。そのため、学校が動き出す

までじっと待っているというような感想を持っているのかなと思っております。

その背景には、今、各学校の管理職といいますか、学校長が新しく、１年目から学校運

営協議会を運営するまでの見識や経験がない、そして、委員に十分にお話しできていない

という背景があるかと思います。

教育委員会としては、第１回目の会議の際、私どもも参加し、委員を任命しているので

すけれども、その際に委員にコミュニティ・スクールの本来の理念を改めてしっかりとお

話しし、いろいろな面で学校の協力してもらい、提案をしていただきたいと説明しようと

思っております。

ただし、５月や６月からはすぐにできないと思いますので、まず、学校としては教育活

動を委員に見せて、理解していただいて、目指す児童像や生徒像について、いろいろな面

から話し合って共通理解を持った上で、１年間の後半では学校としてはこうしたらいいで

すねという提案をいただけるような仕組みをつくりたいと思っておりますので、よろしく

お願いいたします。

○議長（落合俊雄君） 今の６番議員の質問の中のゆうゆの制御盤の修理に関し、専決で

行ってもよいのではというようなことがあったと思います。この判断は担当課長ではでき
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ないので、理事者として、それを受けてどうお考えか、お答えをいただければと思います。

町長。

○町長（齊藤清隆君） ご質問にお答えいたします。

ゆうゆの制御盤の修理のことについてです。

議員から専決でというお話もありましたが、原課から概算事業費も出てきていませんの

で、その対応にはならないのかなと思っていますが、一日も早く復旧できるように取組を

進めてまいりたいと思っていますので、ご理解を願いたいと思います。

○議長（落合俊雄君） ほかにありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（落合俊雄君） これで質疑を終わります。

これから議案第１２号の討論を行います。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（落合俊雄君） 討論なしと認めます。

これから議案第１２号を採決します。

お諮りします。

本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（落合俊雄君） 異議なしと認めます。

したがって、議案第１２号は原案のとおり可決されました。

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

日程第９ 議案第１３号 令和６年度浜中町国民健康保険特別会計補正予算（第４号）

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

○議長（落合俊雄君） 日程第９、議案第１３号を議題とします。

本案について、提案理由の説明を求めます。

町長。

○町長（齊藤清隆君） 議案第１３号令和６年度浜中町国民健康保険特別会計補正予算（第

４号）について、提案の理由をご説明申し上げます。

このたびは、年度末に当たり、事業費の確定、保険給付費、国民健康保険税、道支出金

の決算見込みに基づき、必要とされる予算の補正をお願いしようとするもので、補正額は

５８４万３０００円の追加となります。

補正の主なものを申し上げますと、歳出、１款総務費では、一般事務及び賦課徴収など

の事務的経費の実績見込みによる減額と国民健康保険財政調整基金への積立金で１４７６

万５０００円を計上、２款保険給付費は、医療費等の実績見込みにより８２０万円の減額、

４款保健事業費は、健康づくり事業、疾病予防事業、特定健診等に要する経費などで７２

万２０００円の減額となります。

一方、歳入につきましては、１款国民健康保険税は最終収納見込みにより４７１万３０
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００円の追加、２款国庫支出金では１７万６０００円の減額、３款道支出金は１１９０万

２０００円の減額、保険給付費分の見込みによる普通交付金８２０万円の減額、保健事業

分の特別交付金見込みとして３７０万２０００円の減額、５款繰入金は、１２９万円の減

額で、一般会計繰入金で保険者基盤安定繰入金などで１５７万７０００円の減額、財政安

定化支援事業繰入金で２８万７０００円を計上、６款繰越金は、前年度剰余金１４４９万

８０００円を追加するものであります。

この結果、補正後の歳入歳出予算の総額は１１億８５８０万２０００円となります。

なお、このたびの補正予算につきましては、去る２月２１日開催の令和７年第１回浜中

町国民健康保険運営協議会に諮問し、答申をいただいているところであります。

以上、提案の理由をご説明しましたので、よろしくご審議くださいますようお願い申し

上げます。

○議長（落合俊雄君） これから議案第１３号の質疑を行います。

歳入歳出一括して行います。

５番川村義春議員。

○５番（川村義春君） １点だけ質問をさせていただきます。

歳出の１３３ページの基金積立金に関わって伺います。

まず初めに、今回、基金積立金として１５０９万５０００円を積むということですが、

現在の基金残高は幾らあるのでしょうか。

令和７年の６月定例会で、多分、税率改正が行われるであろうと思っております。その

際、減税財源として財政調整基金がどのぐらい使われるのか、不透明でありますが、基金

残高がどのくらいあるかによって減税の額が変わってくるだろうと思いますので、その金

額が分かればお知らせをいただきたいと思います。

○議長（落合俊雄君） 保険課長。

○保険課長（久野義仁君） それでは、歳出の１３３ページの基金積立金１５０９万５０

００円についての款のご質問にお答えしたいと思います。

まず、一つ目の基金残高でありますが、９５４７万９０００円となっております。

昨年６月、５番議員から、財源充当はないのかとの質問があり、令和５年度の決算につ

いては基金に積み立てる、安定財源としてある程度は確保していきたいということで、１

５００万円は基金に積み立てさせていただきたいと思っています。

次に、６年度の決算の見込みについてです。

税の収納が３月３０日まで第９期が残っていますので、そこの収納率にも関わってきま

すけれども、今のところ、その税の収納率を含めると、おおむね１０００万円となります。

それを財源充当するかどうかはまた運営協議会に諮らせていただきますが、そういったこ

とを考えております。

また、限度額の引上げのほか、税率がもしかしたら上がる可能性もありますので、適宜、

なるべく町民に負担かけないような国保の財政運営をしてまいりたいと考えておりますの
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で、ご理解願います。

○議長（落合俊雄君） ５番川村義春議員。

○５番（川村義春君） 詳しくお話をいただきました。

減税財源として積立てをするとのことでしたが、積立金の使途についてです。

今、国会で議論されている高額療養費の関係が新聞に出ていますよね。高額療養費のこ

とについては、今回、国会では、通常の３回までは保留するといいますか、そのままの状

態でいくということですから、特別、町で考えることはないのかなと思っています。ただ

し、例えば、減らしていくということになってくれば、その補塡として財政調整基金を活

用し、保険者に安定した治療費なり医療費なりを支払っていけると思うのですが、その思

いについて、再度お聞かせをいただきたいです。

○議長（落合俊雄君） 保険課長。

○保険課長（久野義仁君） 高額療養費については、今、新聞やテレビ等で再三報道され

ておりまして、政府も二転三転しております。最終的には、議員のおっしゃった多数回該

当と言いまして、直近１２か月以内に３回以上、４回目の方から減額されるという制度に

するとされております。

当初、政府の案では、これも大幅な引上げを想定しておりましたが、長期治療されてい

る、特にがん患者など、毎月、高額医療にかかっている方の反発がかなり強く、最終的に

石破総理から多数回該当の分だけは凍結する、ただ、今年８月の高額療養費の引上げはや

るとあり、それで決着する見込みとなっております。

なお、国保の運営上、高額療養費に関してはそういった方が増えたとしてもそれほど大

きな影響はないものだと思っております。当然、医療給付に関しては、今、都道府県化さ

れており、全て北海道から支給されることになっていますので、そういった不安はないと

考えております。また、高額療養費の引上げというのは、あくまで生産人口の方の負担を

抑制するという目的があります。所得のある方に応分の負担をしていただき、税を負担し

ている若い世代の保険料の負担をなるべく減らすということが政府の目的だということで

す。負担と給付のバランスについては私たちに読めるようなものではないのですけれども、

国保に加入されている方にはなるべく負担が及ばないよう、そういったことを国保運営協

議会の中でも十分に議論しながら事務を進めてまいりたいと考えております。

○議長（落合俊雄君） ほかにありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（落合俊雄君） これで質疑を終わります。

これから議案第１３号の討論を行います。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（落合俊雄君） 討論なしと認めます。

これで討論を終わります。

これから議案第１３号を採決します。
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お諮りします。

本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（落合俊雄君） 異議なしと認めます。

したがって、議案第１３号は原案のとおり可決されました。

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

日程第１０ 議案第１４号 令和６年度浜中町後期高齢者医療特別会計補正予算（第

１号）

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

○議長（落合俊雄君） 日程第１０、議案第１４号を議題とします。

本案について、提案理由の説明を求めます。

町長。

○町長（齊藤清隆君） 議案第１４号令和６年度浜中町後期高齢者医療特別会計補正予算

（第１号）について、提案の理由をご説明申し上げます。

このたびは、年度末に当たり、後期高齢者医療広域連合納付金、保険料、繰入金、繰越

金の決算見込みに基づき、必要とされる予算の補正をお願いしようとするもので、補正額

は３７７万２０００円の追加となります。

補正の主な内容を申し上げますと、歳出、１款総務費では一般事務に要する経費などで

１７万１０００円の減額、２款後期高齢者医療広域連合納付金では北海道後期高齢者医療

広域連合負担金で３９４万３０００円の追加となります。

一方、歳入につきましては、１款後期高齢者医療保険料では５０３万４０００円の追加、

２款繰入金では３２７万８０００円の減額、３款繰越金では前年度剰余金２０１万６００

０円を追加するものであります。

この結果、補正後の歳入歳出予算の総額は８７５４万８０００円となり、今年度の後期

高齢者医療特別会計は予算の範囲内で決算できる見込みであります。

以上、提案の理由をご説明しましたので、よろしくご審議くださいますようお願い申し

上げます。

○議長（落合俊雄君） これから議案第１４号の質疑を行います。

歳入歳出一括して行います。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（落合俊雄君） 質疑なしと認めます。

これから議案第１４号の討論を行います。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（落合俊雄君） 討論なしと認めます。

これから議案第１４号を採決します。

お諮りします。
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本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（落合俊雄君） 異議なしと認めます。

したがって、議案第１４号は原案のとおり可決されました。

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

日程第１１ 議案第１５号 令和６年度浜中町介護保険特別会計補正予算（第３号）

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

○議長（落合俊雄君） 日程第１１、議案第１５号を議題とします。

本案について、提案理由の説明を求めます。

町長。

○町長（齊藤清隆君） 議案第１５号令和６年度浜中町介護保険特別会計補正予算（第３

号）について、提案の理由をご説明申し上げます。

このたびは、今年度の介護給付費などの支出見込みにより、今後必要とされる予算の補

正をお願いするもので、補正額は１０４７万８０００円の減額となります。

補正の主な内容を申し上げますと、歳出、１款総務費では介護保険推進に要する経費や

介護認定審査会に要する経費で２３万６０００円の減額、２款保険給付費では、居宅介護

サービス等給付に要する経費や居宅介護福祉用具購入に要する経費、施設介護サービス給

付に要する経費などで２５９３万６０００円の減額、３款地域支援事業費では介護予防・

生活支援サービス事業に要する経費で１７０万７０００円の減額となります。

一方、歳入につきましては、１款介護保険料では、第１号被保険者保険料現年度分４７

７万６０００円の追加、前年度滞納繰越分６万６０００円の追加、２款国庫支出金では、

介護給付費負担金２２６万９０００円の追加、現年度分調整交付金１０４５万６０００円

の減額、地域支援事業交付金（介護予防・日常生活支援総合事業）で６６万２０００円の

減額、地域支援事業交付金（介護予防・日常生活支援総合事業以外の地域支援事業）で１

２万５０００円の減額、保険者機能強化推進交付金２０万８０００円の減額、介護保険保

険者努力支援交付金７万８０００円の減額、介護保険事業費補助６万円の増額、３款道支

出金では、介護給付費負担金６０４万９０００円の減額、地域支援事業交付金（介護予防・

日常生活支援総合事業以外の地域支援事業）で６万３０００円の減額、５款支払基金交付

金では、介護給付費交付金１１４２万９０００円の減額、地域支援事業支援交付金２１万

７０００円の減額、６款繰入金では、介護給付費繰入金３２４万２０００円の減額、地域

支援事業繰入金（介護予防・日常生活支援総合事業）で２１万４０００円の減額、地域支

援事業繰入金（介護予防・日常生活支援総合事業以外の地域支援事業）で３０万１０００

円の追加、事務費繰入金２９万５０００円の減額は、いずれも歳出の見込みに伴うもの、

低所得者保険料軽減繰入金は、保険料の確定により１６０万２０００円の減額、７款繰越

金では前年度剰余金１６６９万円を追加するものであります。

この結果、補正後の歳入歳出予算の総額は５億６００万２０００円となります。
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以上、提案の理由をご説明しましたので、よろしくご審議くださいますようお願い申し

上げます。

○議長（落合俊雄君） これから議案第１５号の質疑を行います。

歳入歳出一括して行います。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（落合俊雄君） 質疑なしと認めます。

これから議案第１５号の討論を行います。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（落合俊雄君） 討論なしと認めます。

これから議案第１５号を採決します。

お諮りします。

本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（落合俊雄君） 異議なしと認めます。

したがって、議案第１５号は原案のとおり可決されました。

本日の会議時間は、議事の都合により、あらかじめこれを延長させていただきます。

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

日程第１２ 議案第１６号 令和６年度浜中診療所特別会計補正予算（第４号）

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

○議長（落合俊雄君） 日程第１２、議案第１６号を議題とします。

本案について、提案理由の説明を求めます。

町長。

○町長（齊藤清隆君） 議案第１６号令和６年度浜中診療所特別会計補正予算（第４号）

について、提案の理由をご説明申し上げます。

このたびは、令和６年度浜中診療所特別会計の決算見込みにより、修繕料などの不足分

の追加と事業費の確定等による減額について補正をお願いしようとするもので、補正額は

１２３９万５０００円の減額となります。

補正の主な内容を申し上げますと、歳出、１款総務費では、浜中診療所管理に要する経

費で光熱水費１１０万８０００円の減額、火災報知設備受信機用蓄電池交換に係る修繕料

９万９０００円を追加するなど、１０４万３０００円の減額、浜中診療所運営に要する経

費で費用弁償３万５０００円の減額、医師住宅電気温水器修理１万８０００円を追加する

など、１１６万５０００円の減額、２款医業費では、医業に要する経費で医薬材料費９８

１万９０００円の減額、感染症廃棄物処理委託料１３万９０００円を追加するなど、９６

８万円の減額、入院患者等給食に要する経費で賄材料費２０万８０００円を追加、３款公

債費では地方債償還利子で７１万５０００円の減額となります。

一方、歳入につきましては、１款診療収入では、１項入院収入で国民健康保険診療報酬
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収入２６３万７０００円の減額などで総額２２１万６０００円の減額、２項外来収入で国

民健康保険診療報酬収入２３９万５０００円の減額などで総額６２０万４０００円の減額、

２款使用料及び手数料では予防接種料１５５９万２０００円の減額、４款道支出金では北

海道電子処方箋の活用・普及促進事業補助１３万３０００円の追加、５款繰入金では一般

会計繰入金７２６万８０００円の減額、６款繰越金では前年度剰余金１８９２万４０００

円を追加するものであります。

この結果、補正後の歳入歳出予算の総額は３億２５２２万８０００円となります。

以上、提案の理由をご説明しましたので、よろしくご審議くださいますようお願い申し

上げます。

○議長（落合俊雄君） これから議案第１６号の質疑を行います。

歳入歳出一括して行います。

５番川村義春議員。

○５番（川村義春君） 歳出の１６８ページの医業に要する経費についてです。

全体予算９６８万円が減額されております。減額前の予算は３５５６万１０００円で、

２５８８万１０００円となるわけですけれども、その内容としては医薬材料費が９８１万

９０００円ということで大きいものになります。この大きな減額の要因といいますか、コ

ロナによって受診者が少なくなった、医薬材料費が減ったということがあるのでしょうか。

次に、感染性廃棄物処理委託料についてです。

これは注射針などの処理だと思うのですけれども、１３万９０００と増えています。結

果としては、当初予算５４万円で、補正後は６７万９０００円になったということですが、

その要因についてもお知らせをいただきたいと思います。

○議長（落合俊雄君） 診療所事務長。

○診療所事務長（中山正教君） 医業費の医業に要する経費の総体についてご説明申し上

げます。

今、議員がおっしゃられましたとおり、主な要因はコロナワクチンに要するワクチン購

入費でした。先ほど述べましたように、対象者が１７９６人で、当初、健康福祉課に併せ

て５６％という数字で算出したのですけれども、実際には、２月末で２１３人、接種率が

１１．９％となっております。ワクチンがいかんせん高額なものであり、接種率が変わっ

てしまったことによって金額も大きく変化してしまいました。

それに伴い、インフルエンザの予防接種についてですが、例年、１７００人程度の接種

人数がいるのですけれども、それが１００人程度少なくなってしまったということも要因

にございます。その結果、ワクチン購入費のみで９８１万９０００円を減額させていただ

きました。

関連し、歳入の予防接種料についてもそうで、それによって入ってくるはずであった接

種料が減額になったということです。

次に、委託料の感染性廃棄物処理委託料についてです。
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年々、増加傾向にございまして、今まで、医療用のガウンやニトリル手袋などをぎゅう

ぎゅう詰めにして廃棄処理していたのですが、詰める際に針があると大変危険なので、余

裕を持たせた箱で処理するようになりまして、結果的に箱の数が多くなったことが要因で

す。

○議長（落合俊雄君） ９番成田良雄議員。

○９番（成田良雄君） １点、１６６ページの新しい項目の北海道電子処方箋の活用・普

及促進事業補助についてです。

今までやったことに対しての補助なのか、今後、電子処方箋を活用しての促進なのか、

また、町民にはどのように利用してもらうのか、その点について分かりやすく説明を願い

ます。

○議長（落合俊雄君） 診療所事務長。

○診療所事務長（中山正教君） １６６ページの北海道電子処方箋の活用・普及促進事業

費の１３万３０００円についてです。

１２月の議会の際に電子処方箋を導入しますということでシステム導入費５３万８００

０円を予算計上させていただいておりました。見積り合わせをしましたところ、５３万７

９００円になりましたが、国費の補助がありまして、これも１２月議会のときに歳入で計

上させていただいたのですが、２分の１補助ということで２６万８０００円となります。

そして、このたび、２月２８日までに導入が済めば北海道の補助も受けられるというこ

とであったので、新たに申請し、予算が入ってくることが見込めたので、それを計上させ

ていただいております。それが４分の１補助ということで、１３万３０００円が入ってく

る見込みとなっております。

次に、町民の活用についてです。

現在のところ、診療所では、医師の診察が終わった後、会計の際に処方箋が紙ベースで

出されまして、それを持って薬局に行って受け付けるということであったのですけれども、

これが導入されたことによって、マイナンバーカードをかざすと、それにひもづいて処方

箋の情報が登録されます。また、薬局に患者が行かれ、マイナンバーカードをかざした時

点で医師が打った処方情報が見られるという仕組みになっているので、紙ベースでの処方

がなくなります。

ただし、いかんせん、町内だけ見ますと、霧多布調剤薬局でもシステムは導入している

のですけれども、まだ稼働できないような状況にありますので、診療所では紙の処方箋を

出しているという状況です。

また、厚岸調剤薬局や釧路の調剤薬局で受け取る際、調剤薬局が電子処方箋に対応して

なければ処方箋の情報を読み込むことができません。国からはそういう通知が来ているの

ですけれども、電子処方箋で処理しても紙ベースで処方情報を出すことになります。

○議長（落合俊雄君） ほかにありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）
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○議長（落合俊雄君） これで質疑を終わります。

これから議案第１６号の討論を行います。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（落合俊雄君） 討論なしと認めます。

これから議案第１６号を採決します。

お諮りします。

本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（落合俊雄君） 異議なしと認めます。

したがって、議案第１６号は原案のとおり可決されました。

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

日程第１３ 議案第１３号 令和６年度浜中町水道事業会計補正予算（第５号）

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

○議長（落合俊雄君） 日程第１３、議案第１７号を議題とします。

本案について、提案理由の説明を求めます。

町長。

○町長（齊藤清隆君） 議案第１７号令和６年度浜中町水道事業会計補正予算（第５号）

について、提案の理由をご説明申し上げます。

議案書１８０ページの予算説明資料をお開きください。

このたびの補正は決算見込みによるもので、収益的収入では、１款水道事業収益１項営

業収益１目給水収益は水道使用料３６３万５０００円を追加、２項営業外収益は、主に一

般会計補助金８４０万３０００円を減額し、長期前受金戻入益１１９万５０００円を追加

するものであります。

１８１ページをお開きください。

収益的支出では、１款水道事業費用１項営業費用１目浄水及び配水費は１７９万３００

０円の減額とし、内訳としまして、旅費、光熱水費、動力費等の減額、修繕費の不足見込

み分３７万９０００円を追加、負担金として、地域水道運営負担金、かんがい排水事業運

営負担金を合わせて１８３万８０００円を減額するもの、２目総係費は４１４万７０００

円の減額で、主に人件費を減額するものであります。

３目減価償却費２３９万８０００円の減額は構築物、機械及び装置取得の実績見込みに

よるもの、４目資産減耗費４８７万４０００円の追加は、主に第３号配水池耐震補強工事

完成により、既存資産の残価額を減耗するものであります。

１７１ページにお戻りいただき、議案第２条収益的収入及び支出の補正後の予定額は、

それぞれ３４６万４０００円を減額し、１億９７３４万８０００円となります。

１８２ページをお開きください。

資本的収入で、１款資本的収入１５０万円の減額は、１項１目企業債、建設改良費の事
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業費確定などに伴う企業債の減額によるものであります。

資本的支出で、１款資本的支出２１０万７０００円の減額は、建設改良費の事業費確定

によるメーター費、配水施設費、工具器具及び備品、車両及び運搬具、それぞれの執行残

を減額するものであります。

１７１ページにお戻りいただき、議案第３条資本的収入及び支出で、補正後の第１款資

本的収入の予定額は３億８６７４万６０００円、１款資本的支出は４億４７８９万１００

０円となり、資本的収入額が資本的支出額に対し不足する額を６１１４万５０００円に、

過年度分損益勘定留保資金で補塡する額を４１１４万５０００円に改めようとするもので

あります。

１７２ページをご覧ください。

議案第４条起債の限度額の合計を３億３１５０万円に、議案第５条一時借入金の限度額

を同じく３億３１５０万円に、議案第６条議会の議決を経なければ流用することができな

い経費、職員給与費は４７２４万６０００円に、議案第７条他会計からの補助金は３９０

７万４０００円にそれぞれ改めようとするものであります。

以上、提案の理由をご説明しましたので、よろしくご審議くださいますようお願い申し

上げます。

○議長（落合俊雄君） これから議案第１７号の質疑を行います。

収支一括して行います。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（落合俊雄君） 質疑なしと認めます。

これから議案第１７号の討論を行います。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（落合俊雄君） 討論なしと認めます。

これから議案第１７号を採決します。

お諮りします。

本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（落合俊雄君） 異議なしと認めます。

したがって、議案第１７号は原案のとおり可決されました。

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

日程第１４ 議案第１８号 令和６年度浜中町下水道事業会計補正予算（第３号）

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

○議長（落合俊雄君） 日程第１４、議案第１８号を議題とします。

本案について、提案理由の説明を求めます。

町長。

○町長（齊藤清隆君） 議案第１８号令和６年度浜中町下水道事業会計補正予算（第３号）
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について、提案の理由をご説明申し上げます。

議案書１８９ページの予算説明資料をお開きください。

このたびの補正は決算見込みによるもので、収益的収入では、１款下水道事業収益２項

営業外収益６７５万９０００円の減額は主に一般会計補助金を減額するものであります。

収益的支出では、１款下水道事業費用１項営業費用１目管渠費２８２万３０００円の減

額は、主に修繕料等の実績見込みによる減額及び手数料を追加するもの、２目処理場費３

７２万５０００円の減額は主に動力費等の実績見込みによる減額及び修繕料を追加するも

の、３目総係費２１万１０００円の減額は実績見込みによるものであります。

１８３ページにお戻りいただき、議案第２条収益収入及び支出の補正後の予定額は、そ

れぞれ６７５万９０００円を減額し、３億９１０１万４０００円に改めようとするもので

あります。

１８９ページをお開きください。

資本的収入で、１款資本的収入５４１万５０００円の減額は、主に建設改良費の事務費

確定などに伴い、企業債等を減額するものとなります。

次に、１９０ページをご覧ください。

資本的支出で、１款資本的支出１０１３万７０００円の減額は、いずれも建設改良費の

執行残によるものとなります。

１８３ページにお戻りいただき、議案第３条資本的収入及び支出で、補正後の資本的収

入の予定額は１億１８８０万５０００円、資本的支出は２億６６５万９０００円に改めよ

うとするものであります。

資本的収入額が資本的支出額に対し不足する額を８７８５万４０００円に、過年度分損

益勘定留保資金を１２８２万９０００円に、資本的収支調整額を４５６万９０００円に、

当年度分損益勘定留保資金７０４５万６０００円に改めようとするものであります。

次に、１８４ページをご覧ください。

予算第５条に定めた起債の限度額を特定環境保全公共下水道事業６７８０万円、漁業集

落排水事業１７６０万円に、予算第８条に定めた他会計からの補助金を１億９６７３万８

０００円に改めようとするものであります。

以上、提案の理由をご説明しましたので、よろしくご審議くださいますようお願い申し

上げます。

○議長（落合俊雄君） これから議案第１８号の質疑を行います。

収支一括して行います。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（落合俊雄君） 質疑なしと認めます。

これから議案第１８号の討論を行います。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（落合俊雄君） 討論なしと認めます。
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これから議案第１８号を採決します。

お諮りします。

本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（落合俊雄君） 異議なしと認めます。

したがって議案第１８号は原案のとおり可決されました。

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

延 会 宣 告

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

○議長（落合俊雄君） お諮りします。

本日の会議はこの程度にとどめ、延会したいと思います。

これにご異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（落合俊雄君） 異議なしと認めます。

したがって、本日はこれで延会することに決定いたしました。

本日はこれで延会します。

（延会 午後 ５時１８分）


